
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
は
混
と
ん
と
し
て
き
ま
し
た
。

事
例
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
人

の
誇
る
理
性
・
科
学
の
結
果
な
の
で
し

ょ
う
か
。

海
外
の
サ
イ
に
関
す
る
論
文
に
、
サ

イ
現
象
の
新
し
い
理
論
の
構
築
の
呼
び

か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
従

来
の
科
学
は
局
所
理
論
に
基
づ
き
、
何

か
の
シ
グ
ナ
ル
の
局
所
的
な
や
り
取
り

の
枠
組
み
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

サ
イ
現
象
は
こ
の
方
向
で
の
形
式
で
は

説
明
が
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、

素
粒
子
の
世
界
で
の
も
つ
れ
現
象
を
軸

に
新
し
い
説
明
の
枠
組
み
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
図
形
の
性
質
を
俯
瞰
す
る

機
会
が
あ
り
図
形
の
本
質
を
考
え
て
い

た
折
、
形
に
は
そ
の
形
独
特
の
場
を
形

成
す
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
三
角
形
や
円
を
描
け
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
内
の
す
べ
て
の
点
で
満
た
さ

れ
る
べ
き
共
通
の
縛
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

形
に
応
じ
て
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
場
の
性
質
か
ら
、
そ
の
形
に
伴
う

理
論
が
す
べ
て
導
出
さ
れ
る
こ
と
を
確

か
め
ま
し
た
。

一
度
存
在
し
た
場
が
時
空
に
刻
ま
れ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
も
つ
れ
を
生
む
と

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
に
か

仮
説
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に

議
論
あ
る
い
は
検
証
の
作
業
に
発
展
し

ま
す
。

サ
イ
科
学
の
一
層
の
発
展
を
期
し
て
、

皆
様
の
大
胆
な
新
し
い
仮
説
の
提
示
を

望
み
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
会
長　

年
頭
の
ご
挨
拶

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
訃
報

◎
御
寄
付
御
礼

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎�

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
27
年
11
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
四
百
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
〇
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）の
動
画
を

　

撮
影
す
る
方
法
に
つ
い
て

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
サ
イ
科
学
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
と
な

っ
た
オ
ー
ブ（
O
R
B
）に
つ
き
ま
し
て
、

3
名
の
主
要
な
研
究
者
に
よ
り
、
最
新

の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
た
だ
き
、
オ

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1�アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎�022（279）0908･FAX��022（274）0097

中　　　部
〒466−0051　名古屋市昭和区

御器所3−4−21
眞　野　博　貴

☎･FAX��052（871）9060

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎�076（234）6634

関　　　西
〒596−0807　大阪府岸和田市

東ケ丘町808−153
河　野　明　夫

☎�072（445）7737･FAX��072（445）7796

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎�095（883）6048･FAX��095（883）6159

日本サイ科学会　平成 28 年 1月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号425
28−1･2

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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ー
ブ
の
正
体
や
そ
の
機
能
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
最
先
端
の
オ
ー
ブ

研
究
が
分
か
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告

（
動
画
を
含
む
）

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　

電
通
大
名
誉
教
授

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
長

　

ieb-college-japan

学
長

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
工
学
博
士

内
容
：（
講
演
30
分
+
質
疑
応
答
15
分
）

を
、
3
名
が
行
う
。
そ
の
後
、
総
合
討

論
。

佐
々
木
茂
美
：
マ
ク
ロ
P
K
の
新
分
野

と
し
て
約
3
年
前
か
ら
オ
ー
ブ
撮
影
を

開
始
し
た
。
講
演
で
は
主
と
し
て
、
オ

ー
ブ
の
撮
影
技
法
と
そ
の
結
果
を
述
べ

る
。

1
．
誰
に
で
も
撮
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
・

カ
メ
ラ
に
よ
る
近
赤
外
線
域
撮
影
の
可

否
テ
ス
ト
。

最
初
に
偽
オ
ー
ブ
を
撮
る（
雨
滴
、
ス

プ
レ
ー
水
）。
次
に
ズ
ー
ム
無
し（
偽
オ

ー
ブ
混
入
）。
ズ
ー
ム
有
り（
真
オ
ー
ブ

が
多
い
）
で
撮
影
す
る
。
様
々
な
撮
影

条
件
と
オ
ー
ブ
像
と
の
関
係
。

2
．
撮
影
の
意
識
的
な
面
（
霊
界
と
の

連
絡
）。
は
じ
め
に
、
潜
在
脳（
無
意
識
）

並
び
に
チ
ャ
ク
ラ
の
活
性
化
を
行
う
。

脳
波（
E
E
G
）
を
α
波
と
θ
波
の

「
境
目
」に
し
て
、
両
者
が
入
れ
替
わ
る

時
に
霊
界
を
呼
び
込
む（
例
、
鏡
見
の

実
験
）。
こ
の
た
め
に
瞑
想（
ま
た
は
自

己
催
眠
）、
真
言
等
を
用
い
て「
境
目
」

に
入
る
。
な
お
霊
界
、
ア
カ
シ
ッ
ク
・

レ
コ
ー
ド
等
は
脳
幹（
視
床
下
部
）
並

び
に
多
次
元
世
界
に
あ
る
と
推
定
。
鏡

（
像
）
見
テ
ス
ト（
鏡
像
は
前
後
が
逆
転

し
て
い
る
）。
こ
ち
ら
側（
我
）
と
真
我

（
あ
ち
ら
側
）
を
拮
抗
さ
せ
、
相
殺
ゼ

ロ
場
を
形
成
・
累
積
さ
せ
る
と
マ
ク
ロ

P
K
が
発
生
す
る
。

佐
藤
禎
花
：ieb-college-japan

の
学

長
と
し
て
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。
特

異
功
能
保
持
者
で
あ
り
3
年
前
か
ら
オ

ー
ブ
研
究
を
開
始
し
た
。
霊
性
の
目
覚

め
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
等
の
技
法
を
開
発
。

オ
ー
ブ
動
画
を
介
し
て
、
霊
界
と
の

初
歩
的
な
情
報
交
換
を
、
世
界
で
始
め

て
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
オ
ー
ブ
動
画
の

実
際
の
提
示
、
各
種
オ
ー
ブ
撮
影
の
実

験
結
果
等
の
報
告
。
そ
の
他
を
述
べ
る
。

苗
鉄
軍
：
カ
オ
ス
解
析
に
関
連
し
た
研

究
と
、
生
体
計
測
関
連
機
器
の
開
発
等

を
行
っ
て
い
る
。
講
演
会
で
は
、
画
像

フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
法
を
用
い
た
オ
ー
ブ

の
フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
。
オ
ー
ブ
の
分
類
。

オ
ー
ブ
動
画
の
カ
オ
ス
解
析
。
オ
ー
ブ

静
、
動
画
の
比
較
検
討
。
オ
ー
ブ
形
成

メ
カ
ニ
ズ
ム
分
析
。
太
極
図
形
と
の
関

連
性
等
を
報
告
す
る
。

日
時　

平
成
28
年
1
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
　
訃
　
報

　

永
い
間
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の

　

事
務
局
を
勤
め
て
頂
い
た

　

木
村
の
り
子
氏
が
平
成
27
年
12
月

　

12
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
の
り
子
氏
は
関
西
日
本
サ
イ

　

科
学
会
初
代
会
長
の
木
村
六
郎
氏

　

の
娘
さ
ん
で
、
父
と
娘
で
永
年

　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
の

　

た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

　

ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
14
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

小
澤　

佳
彦　

様

金
二
千
三
百
円
也　

小
牧
昭
一
郎　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

霊
魂
観
の
現
在

　
　
　
　
　
講
師
　
正
木
　
晃 

氏

あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
と
っ
て
、
死
後
世

界
や
霊
魂
に
ま
つ
わ
る
教
説
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
現
代
の
宗
教
、
と

り
わ
け
日
本
の
仏
教
界
は
こ
の
領
域
に

対
し
て
す
こ
ぶ
る
消
極
的
で
す
。
そ
の

原
因
は
明
治
以
降
、
欧
米
か
ら
導
入
さ

れ
た
近
代
仏
教
学
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
日
本
の
仏
教
界
は
、
近
代

化
の
過
程
で
、
合
理
主
義
に
偏
向
し
た

結
果
、
仏
教
を
生
の
世
界
だ
け
に
閉
じ

込
め
、
死
後
世
界
や
霊
魂
に
ま
つ
わ
る

探
求
を
避
け
て
き
た
の
で
す
。
現
に
、

伝
統
仏
教
界
に
お
い
て
、
霊
魂
の
存
在

を
認
め
て
い
る
宗
派
は
日
蓮
宗
と
高
野

山
真
言
宗
に
と
ど
ま
り
、
他
の
宗
派
は

認
め
な
い
か
、
曖
昧
な
答
え
に
終
始
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
日
本
人
の
伝
統

的
な
霊
魂
や
死
生
観
を
学
び
つ
つ
、
近

代
化
の
過
程
で
犯
し
た
あ
や
ま
ち
を
指

摘
し
、
今
後
の
展
望
を
示
唆
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
あ
わ
せ
て
宗
教
と
科
学
の

あ
る
べ
き
関
係
を
、
こ
の
領
域
で
は
は

る
か
に
先
行
す
る
現
代
キ
リ
ス
ト
教
神

学
を
ふ
ま
え
て
、
論
じ
ま
す
。

※
正
木
晃
先
生
は
日
本
密
教
、
チ
ベ
ッ

ト
密
教
を
深
く
研
究
さ
れ
、
修
行
が
も

た
ら
す
心
身
変
容
と
そ
の
視
覚
表
現
が

主
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
精
神
科
医
と

と
も
に
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
を
防
ぐ

運
動
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
駿
ら

の
ア
ニ
メ
を
題
材
に
、
宗
教
的
伝
統
的

な
智
恵
を
解
き
ほ
ぐ
す
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
開
催
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
幅
の
広
い

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
正ま

さ

木き 

晃
あ
き
ら

氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
、
神
奈
川
県
小
田
原
市

生
れ
。
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修

了
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客

員
助
教
授
、
中
京
女
子
大
学
助
教
授
な

ど
を
へ
て
、
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
・
立
正
大
学
仏
教
学
部
非
常
勤
講

師
。
専
門
領
域
は
宗
教
学
。
日
本
と
チ

ベ
ッ
ト
の
仏
教
を
中
心
に
、
修
行
に
お

け
る
心
身
の
変
容
、
宗
教
図
像
学
な
ど

を
研
究
。
著
書
に『
密
教
』・『
増
補
チ

ベ
ッ
ト
密
教
』（
筑
摩
書
房
）、『
マ
ン
ダ

ラ
と
は
何
か
』・『
宗
像
大
社
―
古
代
祭

祀
の
原
風
景
』（
N
H
K
出
版
）、『
現
代

の
修
験
道
』（
中
央
公
論
新
社
）、『
空
海

と
密
教
美
術
』（
角
川
学
芸
出
版
）、『
現

代
日
本
語
訳　

法
華
経
』・『
お
坊
さ
ん

の
た
め
の「
仏
教
入
門
」』・『
マ
ン
ダ
ラ

塗
り
絵
』シ
リ
ー
ズ（
春
秋
社
）な
ど
多

数
が
あ
る
。

日
時　

平
成
28
年
2
月
13
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

◎
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

　

現
在
の
事
務
局
は
一
人
体
制
で
、

1�
．
毎
月
の
理
事
会
・
本
部
例
会
の
準

備
と
運
営
、
会
員
管
理
、
刊
行
物
の

注
文
応
対

2�

．「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
論
文
集

「
サ
イ
科
学
」の
編
集
+
発
送
準
備

を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に

き
つ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
事
務

局
の
仕
事
を
前
者
と
後
者
の
2
つ
に
分

割
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
者
1
．
を
担
当
す
る
新

し
い
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
並
列
記
憶

能
力
が
高
い
20
代
～
40
代
の
会
員
か
、

会
員
の
お
知
り
合
い
か
ら
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
幹
事
と
し
て
役
員
会
等
に
も

出
席
し
、
数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
を
受
け

て
、
問
題
な
け
れ
ば
7
月
か
ら
正
式
に

給
与
の
出
る
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

資
格
は
首
都
圏
在
住
、
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
・
パ
ソ
コ
ン
で
「
W
O
R
D
・
E
�X�

C
E
L
」
等
の
ソ
フ
ト
が
使
え
、
機
械

音
痴
で
は
な
く
、
多
少
の
几
帳
面
さ
と

責
任
感
が
持
て
る
方
で
す
。
会
員
と
の

や
り
と
り
は
メ
ー
ル
が
主
体
で
、
通
常

の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
お
仕
事
に
就
い
て

い
る
方
で
も
、
兼
職
は
可
能
で
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
メ
ー

ル
願
い
ま
す
。
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

地
震
予
知
・
20
年
間
の
検
証

　
　
　
　
　

講
師　

森
川　

薫 

氏

日
時　

平
成
28
年
1
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員�

二
千
円　

一
般�

三
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

運
の
良
い
人
、
悪
い
人
そ
れ
ぞ
れ

の
潜
在
意
識
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
？

　
　
　
　
講
師
　
佐
田
　
弘
幸 

氏

日
時　

平
成
28
年
2
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員�

二
千
円　

一
般�

三
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

命
を
つ
な
ぐ

　
　
　
講
師
　
畑
田
　
天
真
如 

氏

日
時　

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員�

二
千
円　

一
般�

三
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う
い
ん院

ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21�

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

10
時
30
分
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�
京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会�

費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）�

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）�

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

大
い
な
る
存
在
と
の
不
思
議
な

出
会
い
か
ら
目
覚
め
て

　
　
　
　
講
師
　
大
石
　
陽
子 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

ヒ
ー
ラ
ー
）

霊
能
者
と
い
う
よ
り
シ
ャ
ー
マ
ン（
高

次
元
の
神
霊
な
ど
と
繋
が
り
、
直
接
交

流
す
る
役
割
を
担
っ
た
人
）
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
方
で
す
。
あ
る
時
、
大
い
な

る
不
思
議
な
存
在
と
出
会
っ
て
か
ら
高

次
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
動
を
媒
介
と

し
て
知
人
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
す

よ
う
に
な
り
、
病
院
で
は
治
ら
な
い
病

気
と
か
憑
依
に
よ
る
霊
障
、
さ
ら
に
運

の
悪
い
人
や
人
生
を
ネ
ガ
テ
ィ
ー
ブ
に

歩
ん
で
い
る
人
に
も
光
明
を
与
え
て
元

気
を
と
り
戻
し
た
と
感
謝
さ
れ
、
世
の

● ❹●



た
め
人
の
た
め
に
そ
の
使
命
を
負
っ
て

い
る
も
の
と
自
覚
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
癒
し
や
サ
イ
コ

メ
ト
リ
ー
（
物
に
残
る
人
の
残
留
思
念

を
読
み
取
る
こ
と
）
な
ど
の
実
演
を
披

露
し
、
さ
ら
に
花
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
と
る
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
霊
性
に
目

覚
め
、
世
直
し
の
大
き
な
う
ね
り
へ
と

広
が
っ
て
い
け
た
ら
と
願
わ
れ
て
い
ま

す
。体

調
の
思
わ
し
く
な
い
人
、
霊
障
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
、
不
運
続
き

の
人
な
ど
は
必
見
で
す
。

〇
大
石 

陽
子 

氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
エ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
卒
。
現

在
は
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
の
山
里
で
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
知
り
い
の
人
々

に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
で
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
新
聞
な

ど
は
一
切
視
聴
せ
ず
、
自
然
界
か
ら
の

恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
無
農
薬
の
野

菜
や
山
野
草
を
使
っ
た
自
然
食
、
健
康

食
、
日
本
の
伝
統
食
な
ど
研
究
。
人
間

の
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）を
高
め
る

為
の
食
生
活
・
子
育
て
に
大
切
な
食
育

活
動
を
通
し
て
、
日
本
人
の
精
神
性
・

情
緒
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を
啓
蒙
し

て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�

一
千
円　

一
般�

二
千
円

　
　
　

学
生�

一
千
円

※
定
員
次
第
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
者
は
お
早
目
に
お
申
込
み
下

さ
い
。
参
加
予
約
は
公
式
サ
イ
ト
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
の
欄
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/
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◆

平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報
告

物
質
化
現
象

無
か
ら
有
は
生
じ
る

�

講
師
　
ス
ワ
ミ
氏
（
氏
名
非
公
開
）

と
き　
　

平
成
27
年
2
月
14
日

と
こ
ろ　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室

1
．
幼
少
期
の
U
F
O
体
験
と
進
学

「
幼
少
期
よ
り
、
理
解
が
困
難
な
現
象

に
遭
遇
し
、
特
に
多
数
の
U
F
O
を
目

撃
し
ま
し
た
。
小
学
校
4
年
生
の
7
月

20
日
、
そ
の
山
（
広
島
県
呉
市
の
灰
ヶ

峰
）
に
登
り
ま
す
と
、
地
球
上
の
生
命

体
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
姿
形
を
し
た

動
く
物
体
2
体
と
遭
遇
し
ま
し
た
。
幼

い
私
に
し
た
ら
、『
宇
宙
人
に
遇
っ
た
』

と
い
う
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

非
常
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
形
で
し
た
」

宇
宙
人
の
話
を
す
る
と
皆
が
嘘
つ
き

呼
ば
わ
り
す
る
の
で
、
信
じ
て
貰
え
る

人
に
な
る
た
め
大
学
の
物
理
学
の
先
生

を
目
指
し
、
小
学
校
時
代
か
ら
独
学
で

相
対
論
や
量
子
力
学
を
学
ん
だ
。
高
校

で
は
2
つ
の
大
き
な
疑
問
に
ぶ
ち
当
た

っ
た
。

①
ど
う
や
っ
て
宇
宙
が
で
き
た
の
か
?

②
な
ぜ
宇
宙
が
必
要
だ
っ
た
の
か
?

念
願
の
筑
波
大
学
に
入
り
物
理
学
を

専
攻
し
た
が
大
学
院
に
は
進
ま
な
か
っ

た
。

「
そ
し
て
、
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
、
数
々
の
レ
ー
ス
で
、
国
際
レ

ー
ス
に
も
出
て
、
レ
ー
サ
ー
と
し
て
ず

っ
と
活
躍
し
て
お
り
ま
し
た
」

命
を
懸
け
た
一
瞬
の
判
断
を
求
め
ら

れ
る
レ
ー
サ
ー
の
経
験
に
鍛
え
ら
れ
て
、

そ
の
後
の
イ
ン
ド
で
の
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

な
修
行
に
も
怯
む
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
た
。

2
．
物
質
化
現
象
、
研
究
か
ら
実
践
へ

あ
る
日
、
深
野
一
幸
氏
に
出
会
い
、

そ
の
超
常
現
象
研
究
の
意
気
込
み
に
非

常
に
感
銘
を
受
け
、
深
野
氏
の
講
演
に

同
行
し
て
い
る
う
ち
に
、
物
質
化
現
象

を
研
究
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

「
物
理
を
か
じ
っ
た
人
間
と
し
ま
し
て

は
、
こ
の
物
質
化
現
象
と
い
う
現
象
だ

け
は
捨
て
置
け
な
か
っ
た
の
で
す
」

イ
ン
ド
の
聖
者
サ
テ
ィ
ア
サ
イ
バ
バ

の
元
に
出
向
き
、
1
対
1
で
話
を
し
た
。

「
手
か
ら
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
竹

の
子
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
、
仏
像
が

物
質
化
し
て
出
現
し
て
、
そ
れ
を
頂
き

ま
し
た
」

帰
国
し
、
そ
の
仏
像
を
手
に
、
サ
イ

バ
バ
の
物
質
化
現
象
の
講
演
を
行
っ
た
。

「
そ
の
2
年
後
ぐ
ら
い
で
し
た
か
、
日

本
中
サ
イ
バ
バ
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
ま

し
た
」

次
に
、
サ
イ
バ
バ
以
外
に
も
物
質
化

で
き
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ア
ジ
ア
中
の
心
霊
治
療
家
や
聖
者
を
探

し
て
、

「
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
の
か
?
」

と
尋
ね
て
回
っ
た
。
し
か
し
最
後
は

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
ね
」

●❺ ●



「
神
様
が
ね
」

誰
も
が
そ
う
い
う
答
え
を
い
う
。
調

査
・
研
究
は
行
き
詰
ま
り
、
も
は
や
自

分
自
身
で
物
質
化
す
る
し
か
な
く
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
遂
に
イ
ン
ド
で
物
質

化
を
教
え
て
く
れ
る
、
と
あ
る
聖
者
を

見
つ
け
出
し
た
。

3
．
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
召
喚
と
イ
ン
ド
で

の
学
び
の
終
了

　

グ
ル
と
二
人
で
特
殊
な
プ
ジ
ャ
（
神

へ
の
祈
り
の
儀
式
）
を
行
い
、
願
い
を

一
つ
だ
け
叶
え
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
を
召
喚

し
た
。

「
そ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
出
現
し
た
と
き

は
、
も
う
震
え
て
緊
張
し
て
声
も
で
な

い
く
ら
い
で
す
。『Please�give�m

e�
super�natural�pow

er!

（
奇
跡
の
力

を
下
さ
い
！
）』
そ
う
言
う
と
、
そ
の

エ
ン
ジ
ェ
ル
が
、『
オ
ッ
ケ
ー
、
ア
イ
ギ

ブ
ユ
ー　

ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
パ
ワ

ー
』
と
日
本
人
の
英
語
で
話
し
、
そ
の

瞬
間
に
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

ね
。
す
る
と
グ
ル
が『
銀
の
指
輪
を
買

っ
と
け
と
い
っ
た
だ
ろ
？�

渡
す
な
！�

本

当
に
銀
の
指
輪
だ
な
？�

O�

K
、
じ
ゃ
あ

そ
の
銀
の
指
輪
を
、
今
か
ら
金
の
指
輪

に
変
え
ろ
！
』と
い
う
の
で
す
」

元
素
の
周
期
律
表
や
銀
を
金
に
変
換

す
る
原
子
核
反
応
な
ど
を
想
起
し
て
い

た
ス
ワ
ミ
氏
に
、
さ
ら
に
グ
ル
は
言
う
。

「
お
前
の
考
え
そ
う
な
こ
と
は
す
で
に

わ
か
っ
て
い
る
。
い
い
か
ら
変
え
ろ
！

こ
な
い
だ
教
え
た
ろ
う
が
、
あ
の
マ
ン

ト
ラ
で
も
唱
え
と
け
!
」

そ
の
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
、
10
分
弱
、

「
よ
か
ろ
う
、
開
け
て
み
ろ
!
」

「
ほ
ん
ま
じ
ゃ
、
変
わ
っ
と
る
!
」

指
輪
は
金
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
が
《
私
の
手
の
ひ
ら
の
な
か
で

起
き
た
最
初
の
奇
跡
現
象
》
で
す
。
そ

の
と
き
や
っ
と
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
か
！�

エ
ン
ジ
ェ
ル
と
の
関
係
性
が

先
に
で
き
た
の
で
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
に
頼

ん
で
こ
の
物
を
変
え
て
く
れ
た
だ
け
な

ん
だ
。
だ
か
ら
み
ん
な
が
言
っ
て
い
た

こ
と
は
全
部
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
。

自
分
が
勝
手
に
嘘
だ
と
決
め
つ
け
て
い

た
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
と
」

4
．
聖
者
達
の
物
質
化
現
象
の
方
法

「
出
す
物
を
先
に
買
っ
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
る
特
殊
な
プ
ジ
ャ
を
や
っ

て
置
い
て
お
く
。
手
を
回
す
の
は
『
こ

こ
で
す
よ
!
』と
い
う
合
図
な
ん
で
す
。

『
こ
こ
に
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
今
か
ら
作

り
ま
す
よ
』
と
。
で
、
こ
の
場
所
と
、

置
い
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
ワ
ー
ム
ホ

ー
ル
に
よ
っ
て
同
じ
場
所
に
す
る
ん
で

す
。
で
、
手
を
突
っ
込
ん
で
取
れ
ば
い

い
だ
け
で
す
。
有
る
物
を
こ
っ
ち
に
移

動
さ
せ
た
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ

の
こ
と
を
知
っ
た
私
は
結
構
落
胆
し
ま

し
た
よ
。『
無
か
ら
有
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
ん
だ
。
私
の
本
当
に
求
め

て
い
る
こ
と
じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ
』と
」

5
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
の
開
催

イ
ン
ド
で
物
質
化
を
マ
ス
タ
ー
し
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
最
高
峰
ア
ー
チ
ャ
リ
ー
グ

ル
の
元
で
も
学
ん
だ
ス
ワ
ミ
氏
は
、
次

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
心
霊
治
療
の
最
高
峰

ジ
ュ
ン
ラ
ボ
先
生
の
元
に
行
き
、
あ
る

人
の
と
こ
ろ
で
心
霊
治
療
を
習
い
、
体

得
し
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ
と
い
う
血
が
出
現

す
る
心
霊
治
療
を
4
日
ぐ
ら
い
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
、
魔
法
学
校
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
魔
法
学
校
の
教
頭
と
い

う
形
で
、
魔
法
の
顕
現
に
関
す
る
こ
と

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド

で
の
勉
強
は
ま
さ
に
ほ
ん
の
入
り
口
、

い
か
に
こ
の
世
界
は
広
い
の
か
、
我
々

は
何
も
知
ら
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
」

空
飛
ぶ
吸
血
鬼
ア
ス
ワ
ン
と
の
戦
い

や
、
心
霊
治
療
で
心
臓
を
取
出
し
た
り
、

宙
に
浮
く
患
者
を
押
さ
え
た
り
と
い
っ

た
、
科
学
で
は
全
く
説
明
で
き
な
い
オ

カ
ル
ト
映
画
の
世
界
の
よ
う
な
体
験
談

が
続
く
。

「
お
腹
か
ら
亀
を
4
匹
出
し
た
か
な
、

生
き
た
ミ
ミ
ズ
と
か
蟻
と
か
い
ろ
ん
な

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。《
バ
ラ
ン
タ

イ
プ
》
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
で

す
。
人
の
身
体
の
中
に
物
を
送
り
込
む

タ
イ
プ
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を

取
り
除
か
な
い
と
、
問
題
の
解
決
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
や
る
こ
と
が
で
き

る
人
を
《
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
》
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
私
は
《
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
》

で
す
」

し
か
し
ト
ニ
ー
先
生
が
亡
く
な
り
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
は
終
わ
り
と
な

っ
た
。

6
．
タ
イ
の
洞
窟
の
「
天
の
扉
開
き
」

現
在
、
ス
ワ
ミ
氏
は
タ
イ
の
「
神
聖

秘
法
術
科
学
校
」を
開
き
、
洞
窟
で「
神

の
世
界
の
ド
ア
開
け
」を
行
っ
て
い
る
。

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
非
常
に
小
規
模
な
も

の
、
そ
れ
が
目
の
前
で
観
察
で
き
ま
す
。

『
宇
宙
が
始
ま
っ
た
ビ
ッ
ブ
バ
ン
の
瞬

間
は
、
超
高
温
』
と
の
通
説
は
、
そ
れ

は
嘘
だ
な
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
今
か
ら
お
観
せ
す
る
現
象

は
、
人
間
の
手
を
離
れ
て
客
観
的
に
起

こ
る
現
象
で
す
。
で
す
か
ら
、
物
凄
く

意
義
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
物
が
出

現
す
る
前
に
ピ
カ
ー
ッ
と
爆
発
が
起
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、
色
々
な
物

● ❻●



が
落
ち
て
き
て
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る

天
幕
を
張
っ
て
い
ま
す
。
結
構
分
厚
い

布
で
す
。
そ
こ
に
非
常
に
大
き
な
音
を

立
て
な
が
ら
、
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
っ

と
き
ま
す
」

7
．「
天
の
扉
開
き
」
の
ビ
デ
オ
上
映

「
ま
ず
は
、
爆
発
が
起
き
ま
す
。
そ
し

て
落
ち
て
き
ま
す
。
落
ち
て
き
た
も
の

が
下
で
ま
た
光
り
ま
し
た
。
こ
れ
違
う

角
度
の
カ
メ
ラ
で
す
。
こ
れ
非
常
に
面

白
い
も
の
が
撮
れ
ま
し
た
。
上
で
光
る

ん
で
す
が
、
横
の
と
こ
ろ
か
ら
飛
び
出

し
て
き
ま
す
」

「
こ
れ
は
洞
窟
を
下
か
ら
上
に
真
上
に

見
上
げ
て
定
点
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い

る
シ
ー
ン
で
す
。
人
工
的
な
照
明
は
一

切
使
え
な
い
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク
だ
け
で

す
」

「
イ
ン
タ
ー
サ
ー
ワ
ン
マ
ハ
ー
」

司
祭
の
唱
え
る
マ
ン
ト
ラ
が
流
れ
る
。

「
い
ま
唱
え
て
い
る
の
は
、
神
様
の
ド

ア
を
開
け
る
《
鍵
》
の
マ
ン
ト
ラ
で
す
。

そ
う
す
る
と
ド
ア
が
開
き
ま
す
。
爆
発

が
起
き
ま
し
た
。
ド
ア
が
開
い
て
物
が

発
生
す
る
音
が
し
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
バ

ラ
っ
と
い
う
音
で
す
。
天
井
ま
で
の
高

さ
は
30
m
位
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」

「
別
の
グ
ル
ー
プ
が
撮
っ
た
映
像
で
す
」

読
経
と
、
木
魚
の
よ
う
な
音
と
、
金
属

を
た
た
く
金
属
音
が
鳴
り
響
く
。

「
爆
発
と
と
も
に
出
て
き
た
の
が
、
非

常
に
長
い
、
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
で
、

長
い
と
き
は
20
m
で
も
30
m
で
も
い

く
ら
で
も
伸
び
て
き
ま
す
。
金
属
状
の

形
を
し
ま
す
が
、
蛇
の
よ
う
に
ク
ネ
ク

ネ
と
動
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
神
の
世

界
が
開
い
た
と
き
に
向
こ
う
の
世
界
か

ら
降
り
て
く
る
ん
で
す
。
先
端
部
が
金

属
状
に
光
り
ま
す
。
時
に
は
目
の
前
に

き
て
、
グ
ニ
ョ
グ
ニ
ョ
す
る
場
合
が
あ

る
そ
う
で
す
。
私
は
ま
だ
そ
の
体
験
は

あ
り
ま
せ
ん
」

「
横
か
ら
物
質
化
し
て
大
き
な
も
の
が

飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。
途
中
か
ら
物

質
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
真
上
か
ら
撮
っ
た
定
点
カ
メ
ラ

の
映
像
で
す
。
ス
ロ
ー
で
見
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
影
に
な
っ
て
、
こ
こ
か
ら

物
質
化
が
始
ま
り
ま
し
た
」

物
体
が
現
れ
る
《
瞬
間
》
の
映
像
が

流
れ
た
。
読
経
が
止
ま
り
、
そ
の
驚
愕

な
映
像
に
会
場
は
静
ま
り
返
っ
た
。

「
次
が
新
し
く
発
見
し
た
映
像
で
す
。

音
速
を
超
え
て
物
が
出
現
し
た
た
め
に
、

そ
の
場
所
の
空
気
が
衝
撃
波
と
な
っ
て

布
の
上
に
与
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、

今
私
は
推
測
し
て
い
ま
す
。
布
の
と
こ

ろ
に
現
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
頼
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
布
の
表
面
で
現
れ
る

の
と
、
下
側
で
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
下
側
で
現
れ
る
場
合
は
布
の
下
に

落
ち
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
下
を

よ
く
探
し
た
ら
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
」

「
で
は
、
幕
の
上
で
出
現
す
る
瞬
間
を
、

超
ス
ロ
ー
映
像
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

黒
い
の
が
、
今
現
れ
ま
し
た
ね
、
ポ
ン

と
。
あ
の
映
像
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

あ
ん
な
に
ち
っ
ち
ゃ
な
物
で
こ
れ
だ
け

波
た
つ
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
優
秀
に

映
像
を
解
析
し
た
ら
、
最
初
の
波
が
下

か
ら
持
ち
上
げ
て
い
る
場
合
と
、
下
に

向
か
っ
て
下
げ
ら
れ
た
場
合
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
波
立
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
相
応
す

る
量
の
物
が
発
生
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ん
で
す
が
」

8
．
人
間
を
構
成
す
る
三
要
素（
肉
体
、

魂
、
J
I
T
）
と
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
つ
い

て
休
憩
後
、
ス
ワ
ミ
氏
の
「
天
の
扉
開

き
」の
解
説
が
始
ま
っ
た
。

「
私
は
、
こ
の
《
非
物
理
的
世
界
》
の

中
に
、
い
か
な
る
存
在
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
、
何
の
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な

役
割
で
存
在
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
学
び
、
体
験
し
、
実
践
し
、

確
信
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。《
非
物
理
的

世
界
》
の
存
在
が
動
い
て
様
々
な
理
解

困
難
な
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
大
前
提
に
立
っ
て
物
事
の
動
き
を

見
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
《
非
物
理
的

世
界
》
の
世
界
地
図
が
綺
麗
に
書
け
て

●❼ ●
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い
き
ま
す
。
私
は
そ
の
よ
う
な
存
在
を

《
ス
ピ
リ
ッ
ツ
》
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
で
使

わ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
」

「
人
間
に
は
魂
の
他
に
J
I
T（
ジ
ッ
。

以
下
J
I
T
と
表
記
）
と
い
う
《
非
物

理
的
》
な
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

魂
が
存
在
し
て
い
る
場
所
は
心
臓
の
心

室
の
中
で
す
。
J
I
T
は
脳
み
そ
の
と

こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
多
く
の
人
々
が

一
生
涯
で
使
う
脳
の
割
合
は
5
%
か
ら

7
%
だ
と
類
推
さ
れ
て
い
て
、
死
ん
だ

あ
と
J
I
T
は
消
滅
し
、
魂
だ
け
に
な

り
ま
す
。

9
．
脳
み
そ
を
50
%
以
上
使
っ
た
人

は
死
後
《
ジ
ッ
融
合
体
》
に
な
る

「
脳
み
そ
を
50
%
以
上
使
う
と
、
肉
体

が
消
滅
し
た
あ
と
J
I
T
は
消
滅
せ
ず
、

魂
と
融
合
し
ま
す
」

※
魂
と
J
I
T
が
融
合
し
た
も
の
を

《
ジ
ッ
融
合
体
》又
は
略
し
て《
ジ
ッ
》

と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

《
ジ
ッ
融
合
体
》
に
な
る
と
、
死
後
に

魂
だ
け
に
な
っ
た
あ
と
に
行
く
べ
き
タ

ウ
エ
ー
ス
ワ
ン
（
閻
魔
大
王
）
の
と
こ

ろ
に
行
く
こ
と
が
な
く
な
り
、
輪
廻
転

生
の
輪
か
ら
外
れ
ま
す
」

肉
体
の
死
後
、
魂
と
J
I
T
が
融

合
し《
ジ
ッ
》に
な
る
。《
ジ
ッ
》を《
ス

ピ
リ
ッ
ツ
》
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
《
ジ
ッ
》
は
正
統
な
道
で
あ
る
テ
ワ

ダ
ー
の
道
の
他
、
ル
ー
シ
ー
の
道
、
エ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
道
な
ど
進
む
べ
く
道
が

多
数
あ
る
。

「
数
万
年
前
の
方
々
は
、
様
々
な
こ
と

に
セ
ン
サ
ー
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
か
な

い
と
生
命
の
危
機
が
あ
り
、
脳
を
50
%

以
上
使
っ
て
い
た
人
が
沢
山
い
た
ん
で

す
。
テ
ワ
ダ
ー
の
道
じ
ゃ
な
く
て
、
別

の
道
を
選
ん
だ
《
ジ
ッ
》
が
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
《
ジ
ッ
》
は
ど
こ
に
で
も
存

在
で
き
る
ん
で
す
。
空
気
の
中
で
も
、

水
の
中
で
も
、
そ
し
て
地
の
中
で
も
。

洞
窟
の
中
に
も
数
万
年
前
の
《
ジ
ッ
》

が
住
ん
で
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
望
ん

で
い
る
こ
と
は
、
学
ん
で
も
っ
と
上
へ

上
が
る
こ
と
で
す
」

10
．
洞
窟
の
中
の
《
ジ
ッ
》
た
ち
の
役

割「
洞
窟
の
中
に
《
ジ
ッ
》
た
ち
が
沢
山

住
ん
で
い
ま
す
。
プ
ジ
ャ
―
リ
ー（
司

祭
）
が『
イ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ン
マ
ハ
ー
』

と
い
っ
て
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
く
。

そ
う
す
る
と
神
が
ド
ア
を
開
け
ま
す
。

《
天
の
岩
戸
開
き
》
は
、
美
女
ウ
ズ
メ

ノ
ミ
コ
が
踊
り
ま
し
た
が
そ
れ
で
は
一

種
類
の
神
様
の
ド
ア
を
開
く
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し『
天
の
扉
開
き
』

の
や
り
方
で
す
と
、
様
々
の
種
類
の
ド

ア
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
故

ド
ア
を
開
け
て
こ
っ
ち
見
る
の
か
。
彼

ら
が
勉
強
す
る
た
め
に
は
《
プ
ラ
プ
ッ

タ
ジ
ャ
ウ
》（
ゴ
ー
タ
マ
シ
ッ
ダ
ル
タ
、

お
釈
迦
様
）の
言
葉
が
必
要
な
ん
で
す
。

そ
の
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
な
ら
ば
、
そ

れ
を
聞
き
た
い
か
ら
ド
ア
を
開
け
る
ん

で
す
。
ド
ア
が
開
い
た
の
で
、
神
の
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
出
し
て
き
ま

す
。そ

し
て
、
プ
ジ
ャ
を
行
う
司
祭
の
J�

I
T
と
洞
窟
に
存
在
す
る
《
ジ
ッ
》
と

が
関
係
性
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
欲
し
い
の
か
と
い
う
設
計
図
を
こ

の
《
ジ
ッ
》
た
ち
に
与
え
ま
す
。
神
の

世
界
の
ド
ア
が
開
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

流
れ
出
し
て
き
て
、
こ
の
設
計
図
を
持

っ
た
《
ジ
ッ
》
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
が
一

緒
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
設
計
図
通
り

の
物
質
が
出
現
す
る
ん
で
す
」

「
4
大
要
素
で
こ
の
世
界
は
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
の
要

素
、
水
の
要
素
、
火
の
要
素
、
空
気
の

要
素
。『
天
の
扉
開
き
』で
一
番
多
く
使

わ
れ
る
の
が
地
の
要
素
で
す
」

「
物
が
出
来
上
が
っ
た
瞬
間
、
火
花
が

飛
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ド
ア

が
開
い
た
と
き
で
す
。
そ
れ
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
流
れ
だ
し
て
き
て
《
ジ
ッ
》
に

よ
っ
て
こ
こ
に
物
質
が
出
現
す
る
。
こ

の
物
質
が
出
現
し
た
瞬
間
は
熱
く
な
い

で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ま
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
空
間
を
か
き
分
け
て
物
質
が
ポ

ッ
と
出
た
わ
け
で
す
か
ら
、
空
間
の
ひ

ず
み
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
空
気
が
あ
れ

ば
衝
撃
波
も
出
る
で
し
ょ
う
」

11
．
宇
宙
創
造
時
の
物
質
化
現
象
と
低

温
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
可
能
性

「
同
様
に
宇
宙
を
創
る
場
合
、
テ
ー
プ

プ
ー
サ
ン
と
い
う
創
造
主
と
呼
ば
れ
る

神
々
が
持
っ
て
い
る
《
ジ
ッ
》
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
欲
し
い
か
と
い
う
設

計
図
を
考
え
ま
す
。
そ
の
設
計
図
に
対

● ❽●

「天の扉開き」で物質化した神聖物の
数々。神聖物の中には《ジッ融合体》



し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
《
ジ
ッ
》
を
使
っ
て
物

質
を
創
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
《
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
》
い
わ
ゆ
る
も
の
が
出
現
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
」

「
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
ビ
ッ
グ

バ
ン
の
瞬
間
、
そ
の
最
初
に
物
質
が
宇

宙
の
元
の
大
き
な
塊
を
物
質
化
さ
せ
た

時
に
は
、
熱
く
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
こ
の
三
次
元
に
発
生
す
る
と
き

の
、
何
か
の
反
作
用
に
よ
っ
て
、
大
き

な
熱
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。」

12
．「
神
の
扉
開
き
」
の
手
法
は
J
I
T

を
飛
ば
し
て
教
え
て
頂
い
た

魂
が
も
し
身
体
か
ら
出
た
ら
即
刻
肉

体
の
死
を
意
味
し
ま
す
。
死
ぬ
以
外
で

魂
が
外
に
出
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
幽
体
離
脱
は
魂
で
は
な
く
J
�I�

T
が
出
た
ん
で
す
。
こ
の
J
I
T
を
出

す
特
別
の
瞑
想
法
、
特
別
の
や
り
方
を

や
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
J
I
T
を
自
分

の
身
体
か
ら
外
に
出
し
て
自
由
に
ど
こ

に
で
も
い
け
ま
す
。
神
々
の
世
界
に
も

行
っ
て
、
直
接
マ
ン
ト
ラ
を
教
え
て
貰

っ
た
り
、
色
々
な
英
知
や
疑
問
の
答
え

を
貰
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
し
て
こ
の
手
法
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

J
I
T
を
外
に
出
し
て
色
々
な
と
こ
ろ

に
い
っ
て
色
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
人
の
こ
と
を
《
ア
ン
タ
ル
ヤ
ー

ミ
ー
》
と
イ
ン
ド
で
は
言
わ
れ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
知
る
こ
と
が
で
き
、

最
近
で
は
、
1
5
0
年
前
位
に
活
躍
さ

れ
た
シ
ル
デ
ィ
サ
イ
バ
バ
と
い
う
偉
大

な
聖
者
は《
ア
ン
タ
ル
ヤ
ー
ミ
ー
》と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
英
知
と
い
う
も

の
は
築
か
れ
て
き
た
の
で
す
。『
神
の
世

界
の
ド
ア
開
け
』も
そ
う
で
す
。

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
質
問
が
あ
れ
ば
受
け
付
け

ま
す
」

13
．
質
疑
応
答

①
Q
．
光
っ
て
爆
発
し
た
の
は
、
破
壊

の
神
シ
ヴ
ァ
神
が
関
わ
っ
て
い
る
の

か
？

A
．
シ
ヴ
ァ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

イ
ン
ド
で
は
シ
ヴ
ァ
派
で
す
。
シ
ヴ
ァ

は
不
要
を
破
壊
し
必
要
を
再
生
す
る
神

様
で
テ
ー
プ
ポ
ッ
ポ
ン
の
最
高
レ
ベ
ル

で
す
。

②
Q
．
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
黄
金
な
ど
を

頼
ん
だ
ら
出
て
く
る
の
か
?

A
．「
欲
し
い
」と
い
っ
た
ら
出
ま
せ
ん
。

「
も
し
そ
ち
ら
側
か
ら
見
て
、
我
々
に

必
要
な
ら
ば
、
一
番
あ
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
ど
う
ぞ
お
与
え
下
さ
い
。

我
々
か
ら
は
何
も
要
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
Q
．
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
の
役
割
は
?

A
．
我
々
を
護
る
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。

④
Q
．
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
は
人
が
操

る
人
工
物
で
は
?

A
．
自
分
で
、
足
を
運
び
、
そ
こ
に
い

れ
ば
、
そ
れ
は
直
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

⑤
Q
．
物
質
化
は
洞
窟
内
で
の
大
音
響

の
マ
ン
ト
ラ
の
共
鳴
が
ダ
ー
ク
エ
ナ
ジ

ー
に
働
き
か
け
て
起
こ
し
た
の
で
は
?�

物
質
化
現
象
に
マ
ン
ト
ラ
は
必
須
な
の

か
?

A
．
山
の
上
で
も
物
質
化
現
象
は
起
き

ま
し
た
。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
マ
ン

ト
ラ
を
再
生
し
て
も
J
I
T
が
な
い
か

ら
物
質
化
現
象
は
起
き
な
い
で
し
ょ
う
。

⑥
Q
．
真
言
密
教
の
空
海
の
評
価
は
?

A
．
私
は
真
言
宗
の
お
寺
の
出
で
す
が
、

海
外
が
多
い
の
で
日
本
の
こ
と
は
良
く

知
り
ま
せ
ん
。

⑦
Q
．
超
能
力
者
が
空
中
か
ら
出
し

た
お
金
を
使
っ
た
後
、
神
棚
に
お
金
を

供
え
て
消
し
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
物
質
化
現
象
は
貰
う
だ
け
で
は

な
く
お
供
え
物
を
捧
げ
る
こ
と
も
大
切

か
?

A
．
お
供
え
物
は
凄
く
大
切
で
す
。
超

能
力
者
の
お
こ
す
物
質
化
現
象
は
カ
ッ

ポ
レ
な
ど
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
の
関
係
性

を
知
ら
ず
に
持
っ
た
場
合
に
起
こ
り
ま

す
。

⑧
Q
．
地
球
文
明
の
今
後
の
あ
り
方
と

し
て
、
も
っ
と
知
ら
れ
て
欲
し
い
で
す

ね
。

A
．
沢
山
の
方
が
体
験
を
し
、
司
祭
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

世
の
中
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
日

本
の
歴
史
の
中
で
『
天
の
岩
戸
開
き
』

と
い
う
、
神
様
の
ド
ア
を
開
け
た
と
い

う
神
話
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
神
話
を

み
ん
な
で
実
現
し
て
い
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
世
界
に
な
っ
て
い

く
ん
で
す
。

⑨
Q
．
凡
人
で
も
物
質
化
現
象
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
?�

物
質
化
現
象

は
般
若
心
経
の『
色
即
是
空
空
即
是
色
』

と
関
係
な
い
の
か
?

A
．
過
去
世
で
学
ん
だ
こ
と
や
ス
ピ
リ

ッ
ツ
と
の
関
係
に
よ
り
、
修
得
の
し
や

す
さ
に
違
い
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
手
法
を
修
得
す
れ
ば
皆
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
般
若
心
経
の
原
典
は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
す
。『
色
即
是
空

空
即
是
色
』
の
く
だ
り
は『
ル
ー
パ
ン
』

つ
ま
り『
現
れ
る
』
あ
る
い
は『
今
す
ぐ

や
っ
て
く
だ
さ
い
』と
い
う
意
味
で
す
。

●❾ ●



● �●

⑩
Q
．
超
常
現
象
は
「
意
識
が
現
象
を

作
る
」
と
い
う
考
え
方
で
説
明
で
き
る

か
?

⑪
そ
こ
が
傲
慢
に
つ
な
が
り
ま
す
。
思

い
を
超
え
た
こ
と
を
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
や

っ
て
貰
っ
て
、
も
っ
と
良
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
方
向
に
、
も
っ
と
も

っ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
と
思
い
ま
す
。

⑫
Q�

．
こ
の
物
質
化
現
象
はE=M

C
2

に
則
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
い
か
?�

A
．E=M

C
2

は
物
質
が
出
来
上
が
っ
た

世
界
の
中
で
、
ほ
ぼ
成
り
立
っ
て
い
る

現
象
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
い
っ
て
い

る
の
は
、
そ
のE=M

C
2

が
成
り
立
つ
世

界
を
創
り
上
げ
た
と
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
話
で
す
。

【
参
考
サ
イ
ト
】

①
天
の
扉
開
き
公
式
W
e
b
s
i
t
e

http://w
w

w
.am

anotobira.com
/

②
第
9
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム　

小
澤
佳
彦「
無
か
ら
有
へ
、“
エ

ネ
ル
ギ
ー
”の
物
質
化
に
つ
い
て
」

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?

v=y1
v7

U
W

Q
N

kbQ

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

講
演
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
講

演
後
「
こ
の
世
と
あ
の
世
の
《
解
体
新

書
》」そ
ん
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ス
ワ
ミ
氏
に
何

度
も
何
度
も
助
け
ら
れ
、
講
演
の
日
を

目
前
に
し
て
、
九
十
歳
と
い
う
若
さ
で

自
宅
で
天
寿
を
全
う
し
た
母
元
子
に
捧

げ
る
。

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員　

小
澤
佳
彦
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
11
月
本
部
例
会
報
告

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

「
直
立
二
足
歩
行
」
か
ら
問
う

    

　
　
講
師
　
坪
井
　
香
譲 

氏
�

［
∞
気
流
法
（
身
体
技
法
）
創
始
者
］

坪
井
香
譲
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

早
大
哲
学
科（
心
理
学
専
修
）卒
。
少

年
期
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
ユ
ン
グ
心

理
学
に
触
れ
、
弓
道
と
合
気
道
等
実

践
。
1
9
8
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
体
験
で
身

心
技
の
極
意
の
一
つ
に
出
会
い
、
∞（
メ

ビ
ウ
ス
）
気
流
法
創
唱
。
こ
の
30
数
年

来
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ

イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
定
期
的

に
講
習
、
各
界
の
人
々
が
参
加
し
て
い

る
。
パ
リ
国
立
舞
踊
研
修
所
、
朝
日
カ

ル
チ
ャ
ー
新
宿
、
相
模
女
子
大（
非
常

勤
2
0
0
3
～
2
0
0
6
）講
師
歴
任
。

『
や
わ
ら
げ
の
武
』最
高
師
範
。
著
書『
メ

ビ
ウ
ス
身
体
気
流
法
』
平
河
出
版
社
、

『
気
の
身
体
術
』工
作
舎
等
多
数
。
ブ
ロ

グ「
文
武
随
想
録
」。

◎
講
演
内
容

〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
は  

か
ら
だ
に
習
う

「
松
の
こ
と
は
松
に
習
え
、
竹
の
こ

と
は
竹
に
習
え
」
と
俳
句
の
極
意
、
あ

る
い
は
基
本
を
、
芭
蕉
は
説
い
た
。

俳
句
に
限
ら
ず
、
極
意
と
基
本
は
ほ

と
ん
ど
重
な
る
よ
う
に
一
つ
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。

実
は
〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
も
同
じ
だ
。

〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
は
〈
か
ら
だ
〉
に
聴

き
、
習
う
。

最
も
身
近
な〈
自
然
〉と
し
て
の〈
か

ら
だ
〉
は
、
松
や
竹
と
同
じ
く
、
よ
く

観
じ
耳
を
澄
ま
す
よ
う
に
し
て
謙
虚
に

集
中
し
て
い
け
ば
、
そ
の
真
相
を
あ
ら

わ
に
す
る
。

〈
か
ら
だ
〉
の
裡
に
自
然
が
あ
る
、
と

も
い
え
る
し
、〈
か
ら
だ
〉
は
自
然
の

裡
に
あ
る
、
と
も
い
え
る
。

〈
か
ら
だ
〉
の
裡
に
あ
る
〈
原
自
然
〉、

天
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
生
き
物

と
し
て
の
基
本
的
な
〈
マ
ナ
ー
〉
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
自
然
と
し
て
の
〈
か

ら
だ
〉
を
受
け
容
れ
、
そ
の
響
き
を
聴

く
こ
と
か
ら
、
身
体
の
活
動
や
技
法
す

べ
て
は
始
め
ら
れ
て
ゆ
く
。（
そ
う
す

る
こ
と
で
人
は
、
生
な
〈
原
自
然
〉
と

は
異
な
っ
た
位
相
に
入
る
。）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
始
め
る
前
提
に
行
う 

基
本
中
の
基
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
「
3
R
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」 

―
　



「
3�

R
」と
は
、Relaxation,�Relation,�

Realization

の
三
つ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
と

つ
な
が
り
と
実
感
・
集
中
の
三
側
面
の

こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
原
則
な
の
で「
三

則
」と
も
い
う
。

た
と
え
ば
両
腕
を
で
き
る
だ
け
ゆ
っ

く
り
高
く
上
げ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
腕
の

動
き
の
よ
う
だ
が
、
深
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
集
中
し
実
感
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の

両
腕
の
動
き
が
、
脇
腹
、
下
腹
、
腰
へ

…
と
次
々
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
感

じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
場
所
が
呼
応
し

て
動
く
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
す
る
と
両

腕
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
全
身
の
運
動
で

も
あ
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
実
感
さ
れ
て

ゆ
く
。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
体
の
各

部
へ「
あ
い
さ
つ
」
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る
。
す
る
と
部
分
は
全
体
に
連
っ
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
す

る
と
実
感
さ
れ
た
身
体
の
部
分
が
、
よ

り
鮮
明
に「
あ
い
さ
つ
」し
て
く
る
。
ま

た
、
そ
う
し
て
目
覚
め
た
各
部
同
士
も

呼
応
し
て
一
層
互
い
に「
あ
い
さ
つ
」
を

し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
…
と
い

う
具
合
で
あ
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
る
?�

リ
ア
ラ
イ
ズ

（
実
感
）し
て
る
?�

そ
こ
に
つ
な
が
り
が

あ
る
?�

…
と
問
い
つ
つ
、
全
身
の
ひ
び

き
を
聴
く
、
ひ
び
き
合
い
を
感
じ
る
…

と
い
う
の
が「
3
R
」の
第
一
歩
、
い
わ

ば
身
体
に
よ
る「
自
問
自
答
」の
作
業
な

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
意
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ
身
体
深
部
に
ま

で
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
だ

け
で
、
呼
吸
は
自
ず
と
深
く
な
り
、
立

ち
方
や
歩
き
方
の
姿
勢
や
動
作
の
め
り

は
り
が
相
当
変
わ
っ
て
く
る
。
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
や
芸
術
、

医
術
な
ど
の
人
々
が
、
そ
の
技
法
や
集

中
力
を
大
い
に
進
展
さ
せ
て
い
る
。

　
身
体
は
、
一
冊
の
書
物
に
似
て
い
る
。

そ
の
裡
に
多
様
な
言
葉
と
英
知
を
含
ん

で
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
を
読
み
解
く
に
は
鍵
が
必

要
だ
。

そ
れ
が
〈
身
体
の
文
法
〉
と
い
う
発
想

で
あ
る
。

「
身
体
の
文
法
」（
※
註
）
と
、
そ
れ

に
伴
う
技
法
は
、
大
き
く
次
の
よ
う
に

分
け
ら
れ
、
相
互
に
密
に
関
わ
り
合
っ

て
い
る
。

①
重
力
に
沿
っ
て
重
力
を
活
か
す
。
　

　
技
法
「
垂
直
気
流
」

②
息
の
リ
ズ
ム
に
則
っ
て
息
を
活
か
す
。

　
技
法
「
息
を
か
ん
ず
る
」

③
動
き
は
〈
巡
り
〉
と
な
る
。
　
　
　

　
技
法
「
や
わ
ら
げ
」

さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
〈
文
法
〉
を
、

す
べ
て
円
転
と
渦
の
原
則
が
支
え
て
い

る
こ
と
に
基
づ
く
技
法
「
う
づ
た
ま
」

が
あ
る
。
玉
を
用
い
て
行
う
。

そ
し
て
窮
極
は
、〈
直
立
二
足
歩
行
〉

と
い
う
人
間
の
原
点
に
発
す
る「
歩
み
」

の
技
法
に
至
る
。
こ
れ
ら
を
養
生
法
、

日
常
の
身
ご
な
し
、
運
動
や
芸
術
の
集

中
や
バ
ラ
ン
ス
に
活
か
し
、
対
決
を
和

へ
と
誘
う
武
術
に
も
活
か
し
て
ゆ
く
。

人
の
原
点
、〈
歩
く
〉
か
ら
は
じ
め
る

ヒ
ト
が
人
間
と
な
っ
た
原
点
と
さ
れ

る
「
直
立
二
足
歩
行
」。
遥
か
数
百
万

年
も
前
か
ら
こ
の
二
十
一
世
紀
ま
で
、

人
類
は
歩
き
続
け
て
き
た
。

●� ●



人
は
直
立
二
足
歩
行
に
よ
っ
て
、
道

具
の
使
用
や
言
葉
の
獲
得
な
ど
…
様
々

の
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た

能
力
の
獲
得
か
ら
、
文
化
、
文
明
も
進

展
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

人
間
の
立
ち
方
、
歩
き
方
を
と
ら
え
な

お
し
、
そ
の
あ
り
得
べ
き
原
則
が
あ
る

と
し
て
、
も
し
そ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
人
間
の
個
人
の
生

活
も
、
健
康
も
、
文
化
や
文
明
の
た
め

の
活
動
や
様
式
も
根
本
的
に
洗
い
な
お

さ
れ
、
新
た
な
視
点
が
導
き
出
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
…
…
。

足
の
裏
と
大
地（
床
）が
出
会
い
、〈
親

和
〉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
の

〈
歩
く
〉
意
味
合
い
が
出
て
く
る
。
そ
の

こ
と
は
相
当
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
…
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
を
問
い

直
し
、
∞
気
流
法
の「
身
体
の
文
法
」に

照
ら
し
た
稽
古
法［
歩
き
の
型
］が
で
き

た
。

・�

∞（
無
限
記
号
、
メ
ビ
ウ
ス
の
環
）状

の
動
き
〈
や
わ
ら
げ
〉
は
、
足
の
裏

と
歩
き
方
に
こ
そ
活
か
さ
れ
る
も
の

だ
っ
た
。

・�

な
ん
と
、
宮
本
武
蔵
が
こ
の
歩
き
方

の
コ
ツ
を
説
い
て
い
る（『
五
輪
書
』）。

・�

足
の
裏
が
大
地
と
〈
親
和
〉
す
る
こ

と
。
ナ
ン
バ
歩
き
を
伝
え
る
現
代
の

研
究
者
た
ち
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。

・�

一
歩
一
足
、
大
地
と
出
会
う
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
自
体
が
味
わ
い
深
い
も
の

と
な
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
一
歩
一
歩

を
〈
使
い
捨
て
〉
に
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。

右
の
よ
う
な
こ
と
が
実
感
さ
れ
つ
つ
、

実
現
さ
れ
て
ゆ
く
た
め
の
技
法
が［
歩

き
の
型
］な
の
だ
。

始
め
た
人
の
中
に
は
、
足
が
暖
か
く

な
っ
た
と
か
、
目
が
よ
く
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
、
姿
勢
が
変
わ
っ
て
足
運
び

が
楽
に
な
っ
た
、
肚
（
ハ
ラ
）
が
少
し

で
き
た
感
じ
が
す
る
と
か
、
武
術
の
技

も
劇
的
に
変
わ
っ
た
人
も
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
身
体
的
な
変
化
だ
け

で
は
な
い
。

片
方
の
足
の
裏
は
体
表
の
2
0
0
分

の
1
。
そ
こ
に
人
と
地
球（
自
然
）と
の

出
会
い
も
、
立
つ
こ
と
と
歩
行
を
根
源

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
も
、
術
、

芸
、
表
情
、
言
語
活
動
、
思
考
、
想
像

力
で
さ
え
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

足
裏
の　

広
さ
に　

人
の
立
つ
不
思
議

薬
師
寺
の
上　

雲　

流
れ
ゆ
く

�

（
福
田
光
子
）

（
※
註
）
日
常
生
活
の
立
居
振
舞
い
、

芸
術
、
武
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
法
な

ど
を
行
う
際
の
様
々
な
身
体
活
動
に
通

底
す
る
法
則
性
を
「
身
体
の
文
法
」
と

す
る
。
∞
気
流
法
は
そ
の
「
身
体
の
文

法
」
を
実
感
し
、
体
現
す
る
た
め
の
技

法
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
身

心
活
動
の
可
能
性
を
拓
く
と
同
時
に
、

人
や
自
然
と
の
出
会
い
を
よ
り
深
く
し
、

創
造
的
な
共
感
の
世
界
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。
常
に
、
言
語
、
身
体
、

想
像
力
が
そ
こ
に
関
わ
っ
て
く
る
。

※�

東
京（
多
摩
市
、
新
宿
区
）、
名
古
屋
、

大
阪
、
関
東
各
地
で
定
期
講
習
会
・

見
学
体
験
日
有
り

連
絡
先
／
∞
気
流
法
の
会

電
話
0
4
2
・
3
7
8
・
6
6
4
8�

E
-m

ail  lab@
kiryuho.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kiryuho.com

　

ブ
ロ
グ「
文
武
随
想
録
」

http://d.hatena.ne.jp/tsuboi
kajo+

2
/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告（
Ⅱ
）

永
遠
の
生
命
―
死
は
真
っ
赤
な
嘘
、

死
ぬ
の
は
真
っ
平
ご
め
ん
、
人
類

は
死
に
完
全
勝
利
し
た
。

　
　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
7
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

● �●
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（
前
号
か
ら
の
続
き
））

日
本
の
総
理
大
臣
は
、
国
民
の
生
活

が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
政
治
を
す
る
と
、

盛
ん
に
言
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
首
脳
も
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
生
活
が
豊
か

に
な
っ
て
ど
う
す
る
の
か
。
も
う
分
か

ら
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
人
間
は
何
が

本
当
な
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
世
界
に

生
き
て
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な
に
生
活

が
豊
か
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
人
間
は

死
ん
で
い
く
の
で
す
。

宗
教
は
死
ん
だ
ら
極
楽
に
行
く
。
死

ん
だ
ら
天
国
に
い
け
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。
こ
れ
は
死

ん
だ
ら
5
0
0
0
万
円
あ
げ
ま
す
と
い

う
生
命
保
険
と
同
じ
言
い
方
で
す
。
5

0
0
0
万
円
の
死
亡
保
険
金
を
か
け
て

も
、
本
人
は
受
け
取
れ
な
い
の
で
す
。

奥
さ
ん
か
子
供
さ
ん
が
受
け
取
る
の
で

す
。
死
ん
だ
ら
本
人
は
い
な
い
か
ら
、

受
け
取
れ
な
い
の
で
す
。
死
ん
だ
ら
、

極
楽
や
天
国
に
い
く
べ
き
本
人
は
も
う

い
な
い
の
で
す
か
ら
、
絶
対
に
極
楽
、

天
国
に
は
行
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
宗
教
は
行
け
る
は
ず
が
な
い
の
に
、

死
ん
だ
ら
極
楽
や
天
国
に
行
け
る
と
、

堂
々
と
嘘
を
い
っ
て
い
る
。
人
々
を
堂
々

と
騙
し
て
お
金
を
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

極
楽
、
天
国
は
生
き
て
い
る
う
ち
に

行
く
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
今
神
の
国
を

探
せ
と
言
っ
て
い
ま
す（
マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
6
・
33
）。
水
か
ら
と
霊
か
ら

生
ま
れ
て
神
の
国
に
入
れ
と
言
っ
て
い

ま
す（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
3
・
5
）。

ま
た
、「
生
き
て
い
て
私
を
信
じ
る
者

は
、
い
つ
ま
で
も
死
な
な
い
」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
11
・
26
）と
言
っ
て
い
る

の
で
す
。

今
の
人
間
は
死
ぬ
世
界
に
い
ま
す
。

絶
対
に
死
ぬ
こ
と
を
カ
ル
マ
と
言
い
ま

す
。
人
間
は
ど
う
し
て
も
行
き
た
く
な

い
と
こ
ろ
へ
来
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が

人
間
の
業（
ご
う
）で
す
。

人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
前
に
命
を
裏

切
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

強
制
的
に
地
球
に
放
り
込
ま
れ
た
の
で

す
。
エ
デ
ン
の
園
か
ら
追
い
出
さ
れ
た

の
で
す
。
地
球
に
は
命
を
裏
切
っ
た
犯

罪
者
ば
か
り
が
い
る
の
で
す
。
必
ず
死

ぬ
と
い
う
死
刑
囚
ば
か
り
が
い
る
世
界

で
す
か
ら
嫌
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
で
す
。
ガ
ン
、
エ
イ
ズ
、
脳
溢
血
、

脳
梗
塞
等
の
10
万
種
類
の
病
気
に
満
ち

て
い
る
。
災
害
、
詐
欺
、
犯
罪
、
人
間

関
係
の
矛
盾
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
人
間
は
死
に
た
く
な
い
、

死
に
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
。
絶
対
に
死

ん
で
し
ま
う
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、
絶

対
に
死
に
た
く
な
い
と
熱
願
し
て
い
る
。

切
願
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
体

ど
う
い
う
事
か
。

つ
ま
り
1
人
の
人
間
の
中
に
、
2
人

の
人
間
が
い
る
の
で
す
。
絶
対
に
死
ん

で
い
く
人
間
と
、
絶
対
に
死
な
な
い
人

間
と
、
2
人
い
る
の
で
す
。

絶
対
に
死
ん
で
行
く
の
は
何
か
と
言

い
ま
す
と
、
自
分
が
い
る
、
自
分
の
命

が
あ
る
。
自
分
の
人
生
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
人
格
で
す
。
全
て
の
人
間
は
自

分
が
生
き
て
い
る
、
自
分
が
生
き
て
い

る
と
固
く
、
固
く
思
い
込
ん
で
い
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
自
分
は
い
な
い
の
で
す
。

人
間
は
自
分
の
意
志
で
生
ま
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
て
く
る
国
を
自

分
で
選
ん
だ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
に
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、

エ
ジ
プ
ト
等
、
2
0
0
余
り
の
国
が
あ

り
ま
す
が
、
生
ま
れ
る
国
を
自
分
で
選

ん
だ
人
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
?

日
本
に
生
ま
れ
た
と
し
て
、
両
親
を

自
分
で
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
?�

今
日

本
に
は
2
0
0
0
万
く
ら
い
の
世
帯
主

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
分
で
選
ん
だ

人
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?�

ま
た
、
生

年
月
日
を
自
分
で
決
め
た
人
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
?�

奈
良
時
代
、
室
町
時

代
、
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
、
現
代
と

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
分

で
選
ん
だ
人
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

男
女
別
を
自
分
で
選
ん
だ
人
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
?�

自
分
の
顔
を
自
分
で

決
め
た
人
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?�

自

分
の
服
は
自
分
で
選
ん
で
決
め
て
い
ま

す
。
乗
っ
て
い
る
車
も
自
分
で
決
め
ま

し
た
。
何
で
も
い
い
で
す
か
ら
車
を
く

だ
さ
い
と
い
う
人
は
多
分
い
な
い
で
し

ょ
う
。
ま
し
て
や
自
分
の
顔
で
す
。
一

生
使
い
ま
す
か
ら
、
自
分
の
顔
な
ら
絶

対
に
好
き
な
顔
を
自
分
で
決
め
ま
す
。

と
こ
ろ
が
顔
を
自
分
で
決
め
て
い
な
い
。

嫌
な
顔
で
も
変
更
で
き
な
い
の
で
す
。

自
分
の
名
前
で
さ
え
も
自
分
で
決
め
て

い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
今
い
る
の



は
自
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て

を
自
分
で
決
め
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、

今
い
る
の
は
自
分
で
は
な
い
の
で
す
。

自
分
は
い
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
人
間

に
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
人

間
の
カ
ル
マ
で
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な

い
人
間
の
業
で
す
。

釈
尊
は
、
人
空（
人
間
は
い
な
い
）、

生
空（
人
間
が
生
き
て
い
る
事
も
な
い
）、

我
空（
自
分
は
い
な
い
）と
喝
破
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
五
蘊
皆
空
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。

地
震
が
来
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。
津

波
が
来
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。
死
ぬ

の
が
困
る
の
は
自
分
で
す
。
も
し
自
分

が
い
な
か
っ
た
ら
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て

も
困
ら
な
い
の
で
す
。
困
る
自
分
が
い

な
い
の
で
す
か
ら
、
困
ら
な
い
の
で
す
。

死
ん
で
い
く
自
分
が
い
な
い
か
ら
、
現

世
を
去
る
と
し
て
も
気
楽
で
す
。

人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
前
に
何
を
し

た
の
か
。
い
る
は
ず
が
な
い
自
分
が
い

る
と
、
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
が
悪
魔
に
同
意
し
た
事
に
な
る
の
で

す
。
そ
こ
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
命
の

本
源
で
あ
る
神
を
裏
切
っ
て
、
悪
魔
に

同
意
し
た
。
だ
か
ら
死
ん
だ
の
で
す
。

人
間
が
地
球
に
生
ま
れ
た
の
は
何
の

た
め
か
?�

自
分
が
本
当
に
い
る
か
い
な

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
見

極
め
る
た
め
で
す
。
も
し
本
当
に
自
分

が
い
な
い
事
が
分
か
れ
ば
、
も
う
1
回
、

生
ま
れ
て
く
る
前
に
い
た
、
命
の
世
界

に
戻
れ
る
の
で
す
。
仏
典
で
言
う
彼
岸
、

聖
書
で
言
う
神
の
国
で
す
。
こ
こ
に
帰

れ
る
の
で
す
。
魂
は
神
を
裏
切
る
前
に
、

こ
こ
に
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
た
ち
の

本
当
の
古
里
で
す
。
こ
こ
に
帰
る
こ
と

が
、
人
生
の
唯
一
無
二
の
目
的
で
す
。

商
売
を
し
て
大
儲
け
を
す
る
か
、
大
会

社
の
社
長
に
な
る
と
か
、
国
会
議
員
や
、

首
相
、
大
統
領
に
な
る
事
が
人
生
の
目

的
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
事
を

し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
死
な

な
い
命
を
獲
得
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
、
商
売
で
も
政
治
で

も
、
好
き
な
事
を
し
た
ら
い
い
の
で
す
。

思
う
存
分
好
き
な
事
を
し
た
ら
い
い
の

で
す
。

人
間
は
自
分
が
生
き
て
い
る
、
自
分

が
生
き
て
い
る
と
、
固
く
、
固
く
思
い

込
ん
で
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

を
自
分
で
動
か
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
も
し
心
臓
を
自
分
で
動
か
し
て
い

た
ら
大
変
で
す
。
夜
、
絶
対
に
眠
れ
ま

せ
ん
。
寝
た
ら
止
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
心
臓
を
自
分
で
動
か
し
て
い
な

い
か
ら
、
夜
ぐ
う
ぐ
う
と
眠
れ
る
の
で

す
。呼

吸
も
自
分
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
も

し
自
分
で
呼
吸
し
て
い
た
ら
、
夜
、
眠

れ
ま
せ
ん
。
自
分
で
呼
吸
し
て
い
な
い

か
ら
、
眠
れ
る
の
で
す
。
腎
臓
も
肝
臓

も
膵
臓
も
、
胃
腸
も
自
分
で
動
か
し
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

す
べ
て
の
人
は
、
自
分
が
生
き
て
い

る
、
自
分
が
生
き
て
い
る
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
自
分
が
生
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
?�

人
間
は
空
気
や
水
、

太
陽
光
線
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
自
分
で
つ
く
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
?�

人
間
は
空
気
が

な
か
っ
た
ら
10
分
間
も
生
き
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
空
気
を
自
分
で
つ
く
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
穀
物
、
野
菜
、

果
物
、
肉
類
、
魚
介
類
を
、
大
自
然
の

恩
恵
な
し
に
、
自
分
の
力
で
作
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
?

人
間
は
一
〇
〇
%
大
自
然
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
の
に
、
自
分
が
生
き

て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

が
死
ん
で
い
く
原
因
で
す
。

　

自
分
が
い
る
と
い
う
考
え
は
天
使
長

ル
シ
フ
ァ
ー
が
勝
手
に
考
え
た
も
の
で
、

こ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。
釈
尊
が
人

空
、
生
空
、
我
空
と
い
う
よ
う
に
、
自

分
は
ど
こ
を
探
し
て
も
い
ま
せ
ん
。
自

分
が
い
る
と
い
う
の
は
大
嘘
で
す
。
人

間
は
こ
の
嘘
を
本
当
だ
と
思
い
込
ん
で

い
る
の
で
、
死
ん
で
い
く
の
で
す
。
こ

れ
が
人
間
の
カ
ル
マ
で
す
。
業
で
す
。

嘘
を
信
じ
な
か
っ
た
ら
、
死
な
な
い
の

で
す
。　

な
ぜ
人
間
は
死
ん
で
い
く
の
か
。
い

な
い
自
分
を
い
る
と
考
え
、
実
在
し
な

い
現
象
を
実
体
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。日

本
に
は
幸
運
に
も
、
般
若
心
経
が

あ
り
ま
す
。
現
在
般
若
心
経
は
、
イ
ン

ド
、
タ
イ
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
だ
け
に
あ
る
の
で
す
。
宗

教
で
は
な
い
般
若
心
経
を
正
確
に
学
ぶ

と
、
人
間
の
間
違
い
が
全
部
分
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
後
に
宗
教
で
は

な
い
聖
書
を
正
し
く
学
ぶ
と
、
死
な
な

い
命
が
は
っ
き
り
分
か
っ
て
く
る
の
で

す
。私

は
幸
い
に
し
て
、
死
な
な
い
命
が

分
か
り
ま
し
た
の
で
、
書
い
て
70
冊
出

版
し
ま
し
た
。
電
子
本
を
含
め
る
と
1�

3
0
冊
に
な
り
ま
す
。
数
年
前
に
、「
死

は
真
っ
赤
な
嘘
」
と
い
う
本
を
書
き
ま

し
た
。
こ
の
本
が「
全
日
本
図
書
館
協

会
選
定
図
書
」
に
な
り
ま
し
た
。
も
し

こ
の
本
の
内
容
が
で
た
ら
め
で
、
イ
ン

チ
キ
な
ら
、
全
日
本
図
書
館
協
会
選
定

図
書
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
日
本

人
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
今
、

世
界
中
の
人
が
全
く
分
か
ら
な
い
死
か

● �●



ら
脱
出
す
る
方
法
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
宜
し
か
っ
た
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、「
我
死
に
勝
て
り
」「
死
な

な
い
人
間
に
な
り
ま
し
た
」「
あ
な
た
も

死
な
な
い
人
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
」「
死

な
な
い
人
間
の
集
団
を
つ
く
り
ま
す
」

と
い
う
本
を
書
い
て
出
版
社
に
送
り
ま

し
た
。
順
次
出
版
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
世
界
中
で
、
毎
日
毎
日
、
多
く

の
人
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。
死
ぬ
命
を

自
分
の
命
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら

で
す
。
私
は
こ
れ
が
、
残
念
で
、
残
念

で
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。
何
と
か
し
て

死
な
な
い
命
を
人
々
に
伝
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
。

死
な
な
い
命
の
勉
強
は
根
気
よ
く
勉

強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会

を
え
て
、
何
回
も
お
話
し
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。（
梶
原
和
義
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
15
名
、
学
生
2
名
、
計
30
名
で
し
た
。

●
永
い
間
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
事

務
局
を
勤
め
て
頂
い
た
木
村
の
り
子
氏

が
平
成
27
年
12
月
12
日
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
連
絡
は
会
長
河
野
明
夫

（
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7
）に
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
講
演
記
録
の
テ
ー
プ
販
売
は
当

面
中
止
し
ま
す
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野�

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

い
の
ち
の
水
は
コ
ロ
イ
ダ
ル

　
　
　
　
講
師
　
中
島
　
敏
樹 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
10
月
17
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

中
島
敏
樹
氏
は
昭
和
16
年
生
、
石
川

県
出
身
、
水
産
大
学
校
卒
。
平
成
7
年

ニ
ッ
ス
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
取
締

役
、
平
成
12
年
～
23
年　

東
洋
化
学
株

式
会
社
技
術
顧
問

誘
電
分
極
の
原
理
を
用
い
て
、
水

集
団
の
新
た
な
振
動
領
域
（
5
0
0
～

4
0
0
0
k
H
z
）
を
世
界
に
先
駆
け

明
ら
か
に
し
た
、
ま
た
、
気
、
想
念
、

音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
を
介

し
て
測
り
、
そ
の
本
質
解
明
の
道
筋
を

つ
け
た
。

「
い
の
ち
を
成
し
て
い
る
水
と
は
、
ど

の
様
な
水
な
の
だ
ろ
う
か
」。

ミ
ク
ロ
な
素
材
に
科
学
者
の
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
宇
宙

に
は
構
造
の
仕
方
で
自
己
組
織
化
を
果

し
た
無
限
の
モ
ノ
が
顕
在
化
し
て
い
る

事
は
誰
一
人
と
し
て
疑
う
余
地
は
無
い
。

水
も
物
質
、「
集
団
に
な
る
こ
と
の
意

義
」
を
求
め
て
、
水
の
本
質「
性
格
」
を

模
索
し
て
い
る
。
水
は
数
千
万
個
か
ら

数
億
個
の
集
団
構
成
の
動
的
リ
ズ
ム
で

自
己
触
媒
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
定
量

的
物
性
値「
ゼ
ー
タ
電
位
と
そ
の
粒
度

分
布
」
の
物
性
値
デ
ー
タ
で
補
完
し
た

「
い
の
ち
の
水
は
コ
ロ
イ
ダ
ル
」
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

水
と
珪
素
が「
命
」を
生
み
育
む
場
の

媒
体
で
す
。
土
星
の
衛
星
エ
ン
ケ
ラ
ド

ス
の
生
命
体
存
在
の
可
能
性
も
水
と
水

溶
性
珪
素
ナ
ノ
シ
リ
カ
と
熱
の
存
在
の

確
認
で
し
た
。
そ
れ
は
生
命
を
成
す
自

己
組
織
化
の
三
大
要
素
で
す
。「
寄
り

集
い
て
和
し
、
群
れ
て
輪
す
」
と
の
我

が
研
究
の
根
幹
作
用
そ
の
も
の
で
す
。

半
世
紀
も
前
に
赤
血
球
の
可
逆
分
化
や

初
期
化
な
ど
を
実
証
し
た
千
島
学
説
の

A�

F�

D
現
象「A

ggregation

寄
り
合
い
、

Fusion

溶
け
合
い
、D

ifferentiation

分

化
発
展
す
る
」と
の
シ
ン
ク
ロ
に
意
を
強

く
し
て
い
ま
す
。

水
の
二
つ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー“
水

素
結
合
”
と“
双
極
子
特
性
”
と
珪
素
の

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー“
強
い
水
素
結
合
”と

“
表
面
陰
電
荷
力
”そ
し
て
常
磁
性
に
関

す
る
話
で
す
。
触
媒
能
、
酵
素
能
を
発

揮
す
る
大
事
な
媒
体
に
関
す
る
生
命
場

の
話
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
中
島
の
新
分

析
手
法
で
治
験
し
た
サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
音
響
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
超
低
周
波（
4
～
13�

H
z
）律
動
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
連
携
的
な
治
験
事
例
を
述

べ
ま
す
。

1
．
集
団
に
な
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
集
団
に
な
る
こ
と
の
意
義
と
は
、
端

的
に
言
っ
て
「
命
の
水
」
を
生
み
育
む

こ
と
で
す
。
物
質
と
し
て
顕
在
化
す
る

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
ら
ぎ
凝
集
に
始

●� ●



ま
り
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
経
て
素
粒
子
が

生
ま
れ
、
原
子
核
が
生
ま
れ
、
宇
宙
の

晴
れ
渡
り
で
原
子
が
生
ま
れ
た
。
原
子

同
士
が
う
な
り
合
い
分
子
を
形
成
、
物

質
の
顕
在
化
が
伸
展
し
現
在
の
宇
宙
が

存
在
す
る
。

遡
る
こ
と
38
億
年
前
、
宇
宙
の
奇
跡

「
生
命
体
」
が
地
球
上
に
誕
生
し
た
の
で

す
。
水
と
珪
素
が
、
生
命
体
の
素
と
な

る
コ
ア
セ
ル
ベ
ー
ト
の
一
等
最
初
の
コ

ア（
核
）を
成
し
、
奇
跡
の
ド
ラ
マ
が
始

ま
っ
た
。
命
を
生
み
育
む
自
己
触
媒
作

用
を
な
す
場
の
媒
体
の
お
陰
で
あ
る
。

「
寄
り
集
い
て
和
し
、
群
れ
て
輪
す
」
と

の
い
の
ち
の
根
幹
作
用
そ
の
も
の
で
す
。

千
島
喜
久
男
博
士
は
じ
め
先
哲
／
先
達

の
凄
い
知
見
に
助
け
ら
れ
、
水
溶
性
珪

素
コ
ロ
イ
ド
の
実
践
と
理
論
の
結
び
と

し
て
、
一
つ
の
科
学
的
視
点
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

『
人
体
は
電
解
質
と
云
う
よ
り
、
む
し

ろ
コ
ロ
イ
ド
で
成
り
立
ち
、
い
の
ち
し

て
い
る
』

2
．
生
命
体
誕
生
の「
核
」と
な
り「
魂
」

を
成
す
水
溶
性
珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子

水
の
緩
や
か
な
塊
は「
核
」と
な
る
非

晶
質「
水
溶
性
珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子
」と

出
会
い
強
い
塊
と
な
る
。
さ
ら
に
周
囲

環
境
を
抱
き
合
い
、
会
合
を
重
ね
集
団

を
囲
う
会
合
体
が
芽
生
え
る
。「
自
己

組
織
化
」
の
原
点
で
す
。
そ
こ
に
新
た

な
集
合
体
の
脈
動
の
命
が
芽
生
え
る
。

古
来
よ
り「
命
は
自
然
に
生
り
出
る
も

の
」
と
し
て
、
多
く
の
人
々
は
受
け
止

め
て
い
る
。
命
の
自
然
発
生
の
本
意
と

は「
相
互
扶
助
が
為
す
多
様
性
の
叡
智
」

に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

水
と
珪
素
の
常
磁
性
集
合
体
自
ら
が

成
し
た
新
た
な
集
団
の
秩
序「
連
成
調

律
リ
ズ
ム
」の
脈
動
そ
の
も
の
が「
命
＝

魂
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
命
の
磁

性
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー「
魂
」
が「
場
の
調

律
リ
ズ
ム
」
を
奏
で
、
秩
序
が
秩
序
を

生
み
重
ね（
自
己
組
織
化
）、
会
合
体
を

構
成
す
る
個
の
方
向
性
を
整
え
、
維
持

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脈
動
す

る
微
弱
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
す

る「
生
命
体
誕
生
」の
類
推
で
す
。

3
．
粘
土
食
「
モ
ン
モ
リ
ナ
イ
ト
」
一

名
水
溶
性
珪
素
の
検
証

理
に
適
っ
た
人
類
の
土
食
文
化
に
つ

い
て
、
粘
土
の
薬
用
解
毒
作
用
、
消
化

機
能
を
高
め
滋
養
強
壮
に
直
結
す
る
整

腸
作
用
、
殺
菌
・
浄
化
・
癒
し
作
用
な

ど
が
人
類
誌
に
語
ら
れ
て
い
る
。
地
球

に
は
生
命
自
助
浄
化
力
が
あ
る
。
花
崗

岩
の
生
理
活
性
触
媒
作
用
、
玄
武
岩
の

界
面
活
性
溶
解
作
用
、
か
ん
ら
ん
岩（
マ

グ
マ
）
の
水
質
浄
化
分
離
除
去
作
用
で

あ
る
。
大
地
が
成
す
生
命
循
環“
免
疫

作
用
”“
溶
解
作
用
”“
分
離
デ
ト
ッ
ク
ス

作
用
”
を
自
然
は
備
え
て
い
る
。
自
然

の
摂
理
を
遵
守
し
生
命
誕
生
が
成
さ
れ

た
筈
。
必
然
的
に
生
命
体
は
、
そ
の
掟

を
D
N
A
に
刷
り
込
ん
で
い
る
。
粘
土

食
や
粘
土
治
療
の
話
と
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
核「
珪
素
」そ
の
も
の
の
働
き
を
述
べ

た
も
の
で
す
。
好
事
例
と
し
て
フ
ン
ザ

の
氷
河
乳
コ
ロ
イ
ド
や
N
A
S
A
も
宇

宙
飛
行
士
の
健
康
維
持
に
重
宝
し
て
い

る
コ
ロ
ラ
ド
川
の
ア
ゾ
マ
イ
ト
や
イ
オ

ン
ミ
ン
な
ど
の
モ
ン
モ
リ
ナ
イ
ト（
珪
酸

塩
粘
土
鉱
物
）が
あ
り
ま
す
。

4
．
人
工
的
水
溶
性
珪
素
U
M
O
の

実
体
に
迫
る
物
性
値
と
の
整
合
性

最
近
、
ケ
イ
素
ニ
ス
ト
に
持
て
は
や

さ
れ
る
珪
素
の
生
命
機
能
発
揮
の
条
件

と
は
、
水
と
相
互
作
用
が
で
き
常
磁
性

を
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。
珪
素
は
酸
素

と
組
む
こ
と
で
常
磁
性
を
発
揮
し
、
且

つ
表
面
陰
電
荷
を
発
揮
す
る
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
は
水
溶
性
で
す
。
水
分

子
と
一
体
で
浮
遊
同
居
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
の
大
き
さ
は
、
水
の
3
次
粒

子
2
0
0
nm
以
下
で
あ
り
、
2
次
粒
子

20�

nm
と
同
等
程
度
以
下
が
ベ
タ
ー
で
す
。

さ
ら
に
触
媒
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
に
は
1
次
粒
子
2
nm
と
同
等
程
度
で

あ
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。

こ
の
様
な
条
件
を
満
た
す
人
工
水
溶

性
珪
素
U
M
O
は
高
純
度
の
水
晶
を

2
0
0
0
℃
超
の
高
温
で
気
化
し
た
ア

モ
ル
フ
ァ
ス
の
一
種
で
す
。
安
定
し
た

表
面
陰
電
荷
力
を
発
揮
す
る
優
れ
も
の

で
す
。
実
績
年
数
を
重
ね
、
生
命
的
な

機
能
は
数
多
く
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

珪
素
は
水
溶
性
珪
素
の
状
態
で
細
胞

に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
シ
リ
ケ
ー
ト
4
面

体
の
珪
素（SiO

4

）は
、
水
分
子
同
士
が

水
素
結
合
す
る
以
上
に
強
く
水
分
子
と

水
素
結
合
し
て
い
る
。�

純
水
を
作
る
た

め
蒸
留
を
幾
度
繰
り
返
し
て
も
、
最
後

ま
で
水
と
共
に
あ
る
の
は
珪
素
だ
と
科

学
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
水
溶
性
珪
素
と
見
做
し
て
い
ま
す
。

微
生
物
の
生
命
活
動
の
産
物
、
あ
る

い
は
、
植
物
自
ら
が
根
毛
か
ら
根
酸
を

出
し
岩
石
を
溶
か
し
体
内
に
取
り
込
ん

で
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
人
工
的
に

岩
石
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
を
抽
出
す
る
に
は

塩
酸
、
硫
酸
、
ク
エ
ン
酸
等
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。�

細
胞
の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
（
大
き
さ
7

～
8
Å
）
を
通
過
す
る
際
、
水
は
単
分

子
化
す
る
と
い
う
。
こ
の
ア
ク
ア
ポ
リ

ン
細
胞
壁
の
陽
電
荷
（
+
）（
例
え
ば
水

素
イ
オ
ン
や
窒
素
イ
オ
ン
）
が
、
関
所

● �●
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これがシューマンレゾナンス（地球の共振7.8Hz）
をキャリアーとして、両者間に同調（共鳴、共振）、
を生じさせるのであろう（マクロPK）。

さきに､ 上記の（1−2）で触れた様に、特異現
象（マクロPK）が生起した時の生体内では、「緊
張とリラックス」､ 換言すれば「陽と陰｣が同時に
進行している。つまり体内でも「物質に類似した
相殺ゼロ場」が形成されている事が推定できる。
これらは「意識」と「無意識｣｡「交感神経｣と「副
交感神経｣の拮抗対峙を意味するのであろう。

4－2）まとめ
緊張とリラックスを対峙させて「相殺ゼロ」を体

内に創り、これを離散的に累積する。体内に形成
された「相殺ゼロ」と、体外のオーブ上の「相殺ゼ
ロ」を同調（共振、共鳴）させる事により、意識と
オーブ間の情報交換が可能になる（マクロPKが
生起する）。これをオーブ動画撮影によってほぼ
確かめる事が出来たと判断している。

（写真は都合により省略）

的
に
水
分
子
の
水
素
結
合
を
切
断
し
単

分
子
化
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
中
島
は

水
分
子
同
士
の
水
素
結
合
よ
り
は
る
か

に
大
き
い
水
素
結
合
し
た
珪
素
と
水
の

水
素
結
合
を
切
断
す
る
事
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
つ
い
最
近
、「
太
古
の
水
」

治
験
で
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
製
造
最
終
工
程
が
「
時
間
を
か
け

た
蒸
留
」
と
い
う
。
蒸
留
水
の
筈
な
の

に
乾
燥
す
れ
ば
珪
酸
塩
ミ
ネ
ラ
ル
が
驚

く
ほ
ど
多
い
。
珪
素
は
水
分
子
と
水
分

子
同
士
の
水
素
結
合
よ
り
も
強
く
水
素

結
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

5
．
超
常
感
覚
E
S
P
や
念
力
P
K
な

ど
の
作
用
と
脳
波
や
シ
ュ
ー
マ
ン
波
の

関
連
性

微
小
な
も
の
ほ
ど
高
周
波
数
振
動
を

成
し
、
大
き
な
も
の
ほ
ど
低
周
波
数
の

長
波
長
を
発
し
て
い
る
。
だ
が
、
素
粒

子
を
凌
ぐ
極
超
高
周
波
振
動
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ス
ト
の
脳
波
レ
ベ
ル
の
超
低

周
波
数
振
動
の
平
常
心
と
の
整
合
･
補

完
性
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の

「
D
N
A
の
電
磁
波
伝
達
に
は
シ
ュ
ー

マ
ン
波
振
動
の
存
在
が
必
須
」
と
の
研

究
発
表
を
根
本
泰
行
博
士
が
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
志
賀
一
雅
博
士
が
「
ア

ル
フ
ァ
波
に
お
け
る
右
脳
と
左
脳
と
の

コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ー

マ
ン
波
の
存
在
が
『
気
』
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
の
推
論
を
述
べ
て
い
る
。

中
島
は
超
能
力
者
、
気
功
師
、
そ
し
て

匠
の
意
念
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
治
験
で
気
付

い
た
事
が
あ
る
。
皆
さ
ん
平
常
心
で
気

負
い
も
無
く
淡
々
と
治
験
に
応
じ
て
い

る
。
無
垢
な
平
常
心
こ
そ
何
よ
り
の
集

中
力
で
あ
り
、
動
植
物
や
自
然
と
も
一

体
と
な
り
交
信
で
き
る
波
長
域
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
脳
波
域
5
・
6
～
13�

H
z
の

振
幅
2
mm
の
律
動
機
器
タ
ッ
プ
マ
ス

タ
ー
を
用
い
た
実
験
結
果
で
は
、
9
～

11
H
z
辺
り
が
水
の
秩
序
性
、
活
性
化

に
適
し
て
い
る
。
単
調
な
律
動
で
あ
り
、

印
加
時
間
も
7
～
10
分
程
度
の
印
加
が

適
宜
で
あ
る
。
但
し
中
島
が
治
験
し
て

い
る
振
動
は
振
幅
2
mm
の
動
的
振
動
で

あ
り
微
弱
な
電
気
的
電
磁
波
振
動
で
は

な
い
。
当
然
だ
が
、
電
解
質
系
の
溶
液

よ
り
、
コ
ロ
イ
ド
系
容
液
へ
の
影
響
力

が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
無
機
系
よ
り
有

機
系
の
物
質
を
含
有
す
る
水
溶
液
が
変

化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。
生
命
体
対
象
で
は
、
精
神
性
の
微

弱
電
磁
波
の
効
用
と
肉
体
的
ゆ
す
り
の

効
用
が
、
何
故
か
シ
ュ
ー
マ
ン
波
や
ア

ル
フ
ァ
波
の
振
動
域
で
シ
ン
ク
ロ
し
て

い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
医
師
に
よ

る
律
動
機
器
の
治
験
で
は
ス
ロ
ー
ア
ル

フ
ァ
波
以
下
の
低
周
波
域
が
幼
い
子
供

の
脳
波
育
成
に
適
し
て
い
る
と
の
知
見

結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
合
的
に
判
断
す
れ
ば
自
然
が
成
す
、

宇
宙
普
遍
に
存
在
す
る
場
の
磁
性
を
有

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
媒
体
が
地
球
大
気
の

鼓
動
で
揺
れ
動
き
、
生
命
場
の
根
源
的

触
媒
作
用
を
成
し
て
い
る
様
子
が
覗
え

る
。
以
心
伝
心
の
情
報
を
乗
せ
た
搬
送

波
で
あ
る
連
成
生
体
波
が
気
負
わ
ず
ぶ

れ
ず
に
平
常
心
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
の

場
の
媒
体
秩
序
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
こ
そ
、

生
命
体
健
康
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
の
健
康
と
は
自
然
が
成
す
無
垢
な
平

常
心
の
リ
ズ
ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

深
謝（
中
島
敏
樹
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
24
名
、
計
36
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野�

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



● �●

本報を参考にして、未訓練者は練習・実施して
戴きたい。そしてオーブ（たまゆら）に御願いして、

「それぞれのお願い」を叶えさせて貰いたい｡ たと
えば、あたかも気軽に携帯で知人（先祖霊）を呼
び出す様に。

3．オーブ動画の実験結果
デジカメを用い、焦点を遠くにあわせて（望遠

ズーム法）撮影・観測した。別報（PSIJ.2015年
11･12月号）にも述べたが、この時に得られた（ズー
ム拡大してから写した）オーブ像は、変形しやす
い柔らかい綿状集合体の光子雲群であり、大部
分は乳白色である。しかし時々は黄、オレンジ、
赤、青、等に変化する場合もある（近赤外光～可
視光の間で変化する）。ゆらゆら（回転する）、くね
くねと、柔軟に変化して、踊る。勢いが増して2
個に分裂する場合もあるが、また1個に戻ってくる。
ときにはモニターの枠外に飛び出すが、「キテ」、
「キテ」…と、お願いすると、すぐに戻ってくる。
不思議なことに、液晶モニター上には、御願いし
た一個（今回は、略称「金星チャン」）だけが飛び
込んでくるが、時には、別のオーブ、例えば「シリ
ウスちゃん」が飛び込んでくる場合もある。また、
出現オーブに話し掛けると、歓んで踊ってみせる。
その他。この時、ポジティブで遊びの感覚が必要
になる。
「オーブ動画」観察の途中で、シャッターを「全

押し」して、切り取って静止画を求めた。この一
例を写真6枚に限定して報告する。写真No.1（望
遠、ズーム）はハンデイ・カメラで写した全体像。
オーブが液晶モニター（下側に倍率表示）上に写
されている。デジカメの液晶モニターの下側に
は遠くにある街の灯（電灯）が写っている。写真
No.20150306（金星オーブA）、は2015年3月6日、
金星（オーブの略称A、B、C…）は切り取り静止
写真像の番号。柔らかい（ダイダイ色の）円形綿
状オーブが写されている。写真（金星オーブB）
は、陰陽の巴型のそれぞれの結合状態がより強く
なり、ついに二つ割れになって右側はダイダイ色、
左側はややキイロとなる。写真（金星オーブC）は、
その二個のオーブが移動して「く」の字形になって
写っている。ただし、色は混合して左右はほぼ同
一となっている。写真No.20150207（金星オーブD）
と写真（金星オーブE）は、2015年2月7日に、同
一場所で撮影されたもの。前述とほぼ同一形状
寸法のオーブが写された。つまり再現性はある。

以上、形状と寸法は5枚の図ともほぼ同一で、色
合いや形が多少変化している（分裂もある）。

4．検討と考察
マクロPK（念力）とは、意識と体外にある物質

とが、直接に相互作用しあう現象である。なかで
も、意識による物の変化が研究対象になる。念力
の存在は、古くから知られていたが、どの様な機
構で生起するかについては、不明であった。著者
らは、メタルベンデング、透視、念写､ ゼロ磁場、
パワー・スポット等の実験研究を続けてきた。そ
れらの中から生まれたモデルに「相殺ゼロ場仮説」
がある。これがより普遍的な仮説であれば、物質
と意識の両者に適用される筈である。これの物質
面の一部は、上記の（1−1）でも触れた。ここでは、
対象を「意識側」にうつして、検討する。

4－1）意識的な「相殺ゼロ場｣とは
物質を対峙させて相殺ゼロを造る。相殺ゼロと

は、（陰のちから）+（陽のちから）=0（ゼロ）をいう。
離散的に（原子内電子の量子飛躍の様に）、それ
ぞれの陰､ 陽の力を増すと、ゼロの値の累積が生
ずる。この離散的な「ゼロの値の累積値」が或値

（不安定点、変曲点）に達すると、（1）マクロとミク
ロ、ならびに（2）意識と物質、の変換、（3）マクロ
PK発生、等の諸変化が生ずる。（1）としては、た
とえば「カシミール効果」がある。物質の相殺ゼロ
を進めると、接触局部の接点では、マクロ現象が
ミクロ現象に変わる事になる。つまり、マクロの固
体（例、金属）同士を対峙させて加圧すると、遂
には、構成する要素（分子、原子、素粒子）先端
の原子間結合力が作用し合って、逆に引力が発
生して、くっつくことになる。これを「カシミール
効果」と言う。これは、マクロ現象「物質｣がミク
ロ現象「素粒子｣に変わる事を示しているのであ
ろう。（2）としては、点状のゼロ場では、意識と物
質は、両者に共通した「ゼロ」の場を介して、交
流しあう。ただし両者は、ともに素粒子状である。
この理由として、意識は脳活動に関係があり、脳
は物質である。上に述べた様に、物質のより深い
所では、オーブも脳も、同様に微細化が進み、両
者は素粒子状であり、また、容易に変換が生ず
る、と判断できる。（3）として、両者は素粒子状で、
共通な性質を持つので、共振や共鳴が起き得る、
つまり「マクロPK」が、生起する。仲介する物質
はサイ（気）であり、素粒子群（光子群）でもある。
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Master：佐藤禎花師、SDKなど）が唱える密教
六字真言の音声振動解析、――�①唵（ong、オ
ン）、②嘛（ma、マ）、③呢（ni、ニ）、④叭（bai、
ペ）、⑤咪（mi、メ）、⑥吽（hong、フン）（この
内容は、身体の上部から下方へかけての6個所
のチャクラに対応している）―、を唱えた時
の音声・振動をカオス解析して「フラクタル次元
D2」等を求めている。訓練上達者等が行った結
果をみる、

（1）音声の順番①−②−③−④−⑤−⑥に対応し
て、D2は、↓小−↑大−↓小−↑大−↓小−↑大、
という様に、交互にリズムを伴って変化している。

（2）この時のD2は3.82以下になる。
（3）音声と同時に測定した指尖脈波（体内の気
血の循環に関係）のカオス解析結果によると、
Lyapunov指数（カオスが生起するか、否かの
判定）は次第に大になっている（カオスに成る）。�
また、

（4）指尖脈波の解析からは交感神経並びに副交
感神経が、同時に、次第に増加している。これら
の実施と解析を別の人達（非訓練者、通常人）に
も同様に行って比較・検討したが、通常人（非訓
練者）の場合には、リズムは無く、D2はそれより
も大であり、（3）（4）に見られる様な変化は存在し
ない。

なお、以上（1）、（2）のD2は、別に、相関次元
とも言い、カオスを生み出すに必要な変数の数を
意味している。また（3）のLyapunov指数は「揺ら
ぎ」を意味し、カオスになる事への変化傾向を示
している。さらに（4）は、緊張とリラックスを同時
に進行させる事を意味している。解釈であるが、
D2の減少の傾向は、雑念の数（変数）を減少さ
せる事により意識を集中させ、そして、意識を零
にする。次のリズム変動後のD2の増加は、意
識は極薄いのでリラックスと無意識から来る変数

（雑音）の増加を意味するのであろう。また、通常
人も訓練すれば（1）～（4）を得る事ができる。従っ
て通常人に関して、密教六字真言を唱えた時の
音声振動と脈波を測定し、カオス解析を行う事に
より、未知現象を生起させる為の前提として、雑
念の減少程度（意識集中の程度、コヒーレンシー）
とリラックス（無意識、雑念の増加）の程度等を判
断することが出来る。つまり、密教六字音声読誦
によって6個所のチャクラを活性化させ、カオス
としての「ゆらぎ」を増し、意識と無意識の両者が
強く拮抗対峙する様に、訓練することが要望され

ている（サイ科学Vol.31、No.1、pp.9−17、2009
等参照）。具体的な条件設定は、脳波を出来るだ
け下げて（α波、θ波の境目まで）零意識（変性意
識状態、ASC）になり、意識と無意識を強く拮抗
対峙させた後、無意識層に刷り込んでおいたイ
メージ（願い事）を意識に昇らせてサイ（気）現象
を生起させる。

2．オーブ動画の測定方法
オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜んでい

るので、肉眼でみる事はできない。そこでデジカ
メの液晶モニターを用いてオーブを観察する（測
定する）事にした。デジカメのシャッターを半押し
にすると、カメラからは近赤外線が放射されるの
で、モニターの視野内にオーブが写り込めれば、
液晶モニターに映ることになる。そして、これら
の全体の動きを、別置きのハンデイカメラに記録
する。このような方法でオーブ動画を記録した。

観測実験は、2015年3月6日、長野県伊那市、
晴れ、夜、に実施された。液晶モニター上でオー
ブを観測している途中で撮影者がシャッターをき
る。すると、連続した動画の一部を切り取った静
止画像が得られる。デジカメの撮影者はSDK師

（特異功能力保持者）である。この方法による観
察実験は8回以上もあり、全部が成功している。

撮影者のSDK師は､ 彼女の独特の変性意識
状態（詳細は不明）で、リラックスと集中を拮抗対
峙させて、上記の方法でテストしている（1−2参
照）。この詳細については別報で報告する予定に
したい。ここでは、未訓練者（普通人）が、すぐに、
実施出来る一例の大略をのべる。

撮影者は、特異な意識状態になる必要がある。
つまり日常生活から離れること。その為には、ま
ず、息を止めてみる（少しの間）。すると、雑念が
消えて集中し易くなる。気持ちを落ちつかせる。
リラックスし、吐く息に強く願いを込め（呼吸を整
えて）、意識と無意識を強く拮抗対峙させる（ゼロ
場形成）。その後、予め無意識層に刷り込んでお
いたイメージ（例、オーブとの情報交換）を意識に
昇らせて、サイ（気）現象（オーブ）を生起させる。
これらを何回も､ 何回も繰り返す。すると、突然
に、御願いしたオーブ（たまゆら）が液晶モニター
上に飛び込んでくる（今回は、SDK師、略称が「金
星チャン｣のオーブの場合を報告する）。なお、「リ
ラックスと緊張を拮抗対峙させる」ことの具体的な
手法（詳細は不明）には、様 が々あると思えるので、
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オーブ（たまゆら）は、デジタル・カメラ（CCD）
を用いてフラッシュ撮影した時に小円径球状のノ
イズとして写り込んでくる。不思議なことに、意識
に反応し、呼びかけに答える｡ つまり、意識体や
霊の投影体に関係があるらしい。または、意識と
オーブとの間では情報交換が可能であるらしい、
といわれている。一般には、意識と体外にある物
質とが情報交換をする現象をマクロPK（念力）と
いう。オーブのPK説を主張する実験結果を得る
事が出来るだろうか、または不成立か。出現する
為の条件や機構は何か、などを究明するための
検討が､いま、要望されている。オーブ（たまゆら）
は近赤外線領域に潜在しているので非可視であ
る。そこで、近赤外線領域が可視化できるデジタ
ル・カメラの液晶モニター上にオーブを呼び込む

（呼び寄せる）。さらに、その動的な変化挙動を調
べる。本稿では、これらを主として意識の面から
検討することにする。

1．オーブ（たまゆら）を出現させる
意識と体外の物質が、直接に情報交換する現

象をマクロPKという。マクロPKを成立させる為
の条件を知る為には物質面ならびに意識面からの
検討が必要になる。

1－1）物質面からの検討
マクロPKの出現条件を（別報で）調べたとこ

ろ、相殺ゼロ（正の力と負の力の拮抗による）を離
散的に加算した時の変曲点（不安定点）で生起す
る事が判った。不思議な事に、相殺ゼロには量的
な意味があり、ゼロを加算して得られる変曲点（ゼ
ロ場の中のゼロ点）で、意識と物質の変換、ミク

ロ（素粒子）とマクロの変換並びにマクロPKの発
生（機能）の起きることが判明した。この応用の一
例として、オーブ動画の出現を取り扱う事にする。
つまり、オーブの上、ならびに意識の上に、ゼロ
場（ゼロ点）を造れば、意識とオーブとの間の情
報交換が可能になる、と考える事ができる。

近赤外線領域に存在するオーブ（巨視画像）上
のゼロ点は何かが問題である。筆者らはさきに

「オーブの巴型双極子モデル」を提案し、このモデ
ルによって、静止画として得られるオーブ像の実
験結果がほぼ説明出来る事を確かめた。この「巴
型双極子モデル」のなかの核に「ゼロ点」が存在
している（前報、PSIJ.2015年5･6月号、No.421等）。

1－2）意識（精神）面からの検討
人の心（精神）には意識と無意識が含まれてお

り、時間や空間の枠組みを超えて作用しているの
で捕らえる事はかなり難しい。サイ（気）もほぼ同
一である。東洋には、体内を流れるサイ（気）を
測定する方法として「脈診（手首の脈波）」がある。
意識の科学的な解明は現在のところ不可能なの
で、著者らは、体内を流れる気（サイ）の流れを、

「指尖脈波（指先）」をもちいて、体内の意識とそ
の働きの面から検討することにした。

1000年以上もの永い期間にわたって修行（訓
練）が継続されており、実技において最高と思わ
れているチベット密教（医学）では、修行者の修
行の過程でサイ能力（マクロPK等）の得られるこ
とは至極当然である､と言われる。つまり、修行・
訓練を行う事により、「願い事｣を得る為の未知
能力が得られる。例えば、上級訓練者（南上師、
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